
●今月の主なお知らせなど

山鹿市への移住・定住促進のための助成制度
住民票の写しなどの各種証明書が全国のコンビニで取得できます

山鹿灯籠まつりインフォメーション

図書館で 夏を楽しもう！
知っておきたい子育て支援・障がい者（児）制度

農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します
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７
月
の
広
報

　将来は洋服のデザイナーになりたいと思って
います。お姉ちゃんもおしゃれが大好きです。
　習字教室に通って５年目になります。もっとう
まくなれるように頑張ります。

立石　夕
ゆ

月
づ き

さん
大道小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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３ 山鹿灯籠まつりインフォメーション
４ 農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します
６ 山鹿市への移住・定住促進のための助成制度
７ 住民票の写しなどの各種証明書が全国のコンビニ

で取得できます
８ 知っておきたい子育て支援・障がい者（児）制度
10 国民健康保険と後期高齢者医療保険からのお知らせ
12 図書館で夏を楽しもう！
13 国民年金保険料免除制度のお知らせ
14 街角ぐるっとナビ
16 みんなの広場 /今月の街角ギャラリー
18 市民文芸
19 新着図書ピックアップ

『地域おこし協力隊』通信
20 西南戦争と山鹿　第 11回

消費生活相談
21 環境だより /OTASUKE 戦隊・助けるんジャー第 27話
22 わくわくネット
24 みんなの健康手帳

山鹿市民医療センター通信 vol.99
26 およろこび・うぶごえ・おくやみ
27 案内版
34 定例相談
35 オムロンハンドボール部

７月の休日在宅当番医・当番薬局
36 すくすく倶楽部

山鹿元気プロジェクト通信No. ８

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問情報システム広報課　☎ (43)1118

今月の表紙
ヒマワリの種まきにチャレンジ2017！

　６月３日、方
か と う

保田
だ

東
ひがし

原
ばる

遺跡公園で行われ、21組
63人の市民が参加。公園の一部、約３千㎡に種を
まきました。表紙の写真は地元から参加した大道小
学校１年生の北山竜

りゅう

大
だい

君です。
　この事業は遺跡公園に親しんでもらうことを目的
に、毎年開催しています。ヒマワリが満開を迎える
８月上旬には、クイズラリーを開催予定です。

こちらは飯田心
こ は る

陽さん（大道小２年）と惺
せい

翔
しょう

君（大道保育園年長）

　募集

　募集
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「上がり燈籠」担ぎ手
　８月16日㈬午後10時から始まる「上がり燈籠」
を体験してみませんか。各町内に飾られた「奉納
燈籠」が町衆に担がれて大宮神社に奉納されます。
山鹿灯籠まつりの根幹ともいえる伝統行事です。
▼参加資格
　高校生以上の人

山鹿灯籠まつり information

「千人灯籠踊り」踊り手
　８月 16日㈬に行われる千人灯籠踊りの参加者
を募集します。今や九州を代表する夏祭りとなっ
た山鹿灯籠まつりで、あなたも踊ってみませんか。
初心者の人も大歓迎！浴衣や帯、草履など必要な
物は貸し出します。
▼参加資格
　中学生以上の女性で、練習会に３回以上参加で
きる人（中高生は保護者の同意が必要です）

　販売 　募集

　募集

納涼花火大会「メモリアル花火」
　８月15日㈫午後８時から始まる納涼花火大会
で、あなたのオリジナル「メモリアル花火」を上げ
てみませんか。お祝いのメッセージから結婚記念日、
故人の追悼供養など、あなたの思いをメッセージにの
せて紹介します。

問い合わせ先 …山鹿温泉観光協会☎（43）2952

８月15日㈫・16日㈬

問い合わせ先 …山鹿灯籠まつり実行委員会
市役所商工観光課内☎（43）1579

千人灯籠踊り特別観覧席チケット
　８月 16日㈬に行われる千人灯籠踊りの特別観覧席（桟
敷席）のチケットを販売します。ゆっくり観覧できるマス
席もご用意しました。詳しくは次のとおりです。
▼千人灯籠踊りプログラム（場所：山鹿小学校グラウンド）
　第１部　18：45〜20：15
　第２部　21：00〜22：00
▼チケット料金
　・桟敷席（一般席、車いす席、カメラマン席）
　　１枚　3,000 円（全席指定）
　・マス席（３人まで利用可能）
　　１席　10,000 円（全席指定）
　※2017鶴田一郎デザインオリジナルうちわ付き
▼予約受け付け
　●市民先行販売　７月１日㈯・２日㈰の２日間
　　⑴山鹿温泉観光協会での店頭購入　☎（43）2952
　　　両日とも午前10時から午後６時まで
　　⑵電話による購入
　　　�市民先行専用電話　☎0570（02）9978
　　　※７月１日㈯午前10時から７月２日㈰午後11時まで
　　　①�音声ガイダンスに従って操作し、払い込み番号を控

えてください。
　　　②�コンビニなどの店頭で代金を支払い、チケットを受

け取ってください。
　●一般販売　７月４日㈫午前10時から販売開始
　・店舗（セブンイレブン、サークルＫ・サンクス、チケットぴあ）
　・インターネット（チケットぴあ　山鹿灯籠まつりで検索）
　・電話（チケットぴあ予約専用電話　☎0570（02）9999
　　Ｐコード　635-818）
▼注意事項
　�チケットの払い戻しは、千人灯籠踊りが中止となった場合の
み行います。

　　      問い合わせ先 …山鹿灯籠まつり実行委員会
市役所商工観光課内☎（43）1579
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　「農業委員会等に関する法律」の改正で、農業委員の選
出方法がこれまでの「公選制」から、推薦・応募により市
長が議会の同意を得て任命する「任命制」に変わりました。
　また、農業委員と連携して農地等の利用の最適化を推

進するために、農地利用最適化推進委員が新設され、農
業委員会が委嘱することになりました。これに伴い、農業
委員と農地利用最適化推進員を下記のとおり募集します。

■推薦・応募方法
　次の書類を持参するか郵送してください。応募様式は
７月 18 日㈫から農業委員会事務局と各市民センター窓
口にも据え置くほか、市ホームページにも掲載します。
　・�農業委員または、農地利用最適化推進委員の推薦・応
募書類

　・推薦を受ける人または、応募する人の住民票（発行後
３カ月以内で本籍が記載されているもの）

　・�農業委員の推薦を受ける人か農業委員に応募する人が

認定農業者である場合または、所属する法人が認定
農業者である場合は、農業経営改善計画認定書など
の認定農業者であることを証明する書類の写し

■受付期間
８月１日㈫から８月 31日㈭まで必着
※�持参する場合は、市役所開庁日の午前９時から午
後５時までに提出してください。

■書類の提出先、問い合わせ先
　農業委員会事務局　☎（43）1614

■農地利用最適化推進委員担当地区
地区名 区　域

第　１　地区 坂田、小原、長坂、南島、志々岐

第　２　地区 鍋田、保多田、麻生野、椿井、西牧

第　３　地区 名塚、下吉田、熊入町、石、杉

第　４　地区 平山、城、小群

第　５　地区 小坂、津留、寺島

第　６　地区 蒲生、久原、上吉田

第　７　地区
山鹿、宗方、新町、泉町、中央通、昭和町、大橋通、宗方通、川端町、藤井、方保田、古閑、中、
鹿校通一丁目、鹿校通二丁目、鹿校通三丁目、鹿校通四丁目

第　８　地区 鹿北町椎持、多久

第　９　地区 鹿北町岩野

第10地区 鹿北町芋生、四丁

第11地区 菊鹿町矢谷、上内田、相良、山内

第12地区 菊鹿町下内田、下永野、上永野、五郎丸、太田、長

第13地区 菊鹿町木野、米原、松尾、池永、宮原、阿佐古

第14地区 鹿本町来民、御宇田

第15地区 鹿本町高橋、津袋、庄、石渕、下高橋、小嶋

第16地区 鹿本町梶屋、中富、中川、分田、中分田、下分田、小柳

第17地区 鹿央町千田、広、持松

第18地区 鹿央町合里、岩原

第19地区 鹿央町霜野、仁王堂、北谷、梅木谷、大浦、中浦
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■各委員の募集内容
区　分 農業委員 農地利用最適化推進委員

募集人員 14人 19人（担当地区ごとに１人募集）※右ページ参照

任　期
平成30年１月 15日㈪から 委嘱日 (平成 30年１月 15日㈪以降 )から

平成 33年１月 14日㈭まで 平成33年１月 14日㈭まで

委員の職 山鹿市の特別職の非常勤職員

職務内容

　●　農地の権利移動や転用に係る許認可業務 　●　農地等の利用の最適化の推進
　●　農地等の利用の最適化の推進 　・担い手への農地の集積・集約化

　・担い手への農地の集積・集約化 　・遊休農地の発生防止、解消

　・遊休農地の発生防止、解消 　・農業への新規参入の促進

　・農業への新規参入の促進 　●　各種研修会などへの参加や現地調査など
　●　各種研修会などへの参加や現地調査など

委員報酬 月額29,000 円（別途、能率給あり）

選考方法および
任命の要件

農業委員候補者選定委員会による選考後、
議会の同意を得て市長が任命します。

農地利用最適化推進委員候補者選定委員会による
選定後、農業委員会が委嘱します。

※任命に当たっては次の要件があります。

　・委員の過半数が認定農業者であること

　・�農業委員会の業務に関し利害関係がな
い人を１人以上含めること

　・青年や女性の登用に配慮すること

推薦・応募
資格

農業に関する識見があり、農地等の利用の
最適化の推進に関する事項、その他の農業
委員会の所掌に属する事項に関し、その職
務を適切に行うことができる人

農地等の利用の最適化の推進に、熱意と識見があ
る人

ただし、次のいずれかに該当する人は候補者となることができません。

　・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない人

　・�禁
きん

錮
こ

以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、または、その執行を受けることがなくな
るまでの人

　・山鹿市が設置する他の附属機関の委員

　・山鹿市の職員

農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します
問農業委員会事務局　☎ (43)1614
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個人番号カード（マイナンバーカード）でもっと便利に

三
世
代
同
居
住
宅
支
援
事
業

　市
外
か
ら
家
族
が
転
入
す
る
こ
と
で
三
世

代
同
居
と
な
る
世
帯
の
、
住
宅
の
改
修
や
新

築
、
購
入
に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

補
助
対
象
者（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

�

●
　

�

親
が
山
鹿
市
に
１
年
以
上
居
住
し
、
住
民

登
録
し
て
い
る
こ
と
（
居
住
す
る
地
域
の

自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
）

�

●
　

�

子
や
孫
な
ど
が
市
外
か
ら
山
鹿
市
に
転

入
し
て
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
て
い
な

い
こ
と

�
●
　

�
三
世
代
同
居
の
構
成
員
全
員
が
、
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

�

●
　

�
補
助
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
以
上
継
続

し
て
三
世
代
同
居
を
す
る
人

※�

同
一
の
建
物
や
敷
地
に
居
住
す
る
場
合
の

み
対
象
に
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
住
宅（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

�

●
　

�

親
が
市
内
に
所
有
す
る
住
宅
か
、
三
世
代

同
居
の
世
帯
員
が
市
内
に
所
有
し
よ
う

と
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

�

●
　

�

所
有
権
の
保
存
登
記
か
所
有
権
の
移
転

登
記
を
し
て
い
る
も
の
、
ま
た
は
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
記
載
の
あ
る
も
の

補
助
対
象
費
用（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

�

●
　

�

三
世
代
同
居
を
目
的
と
し
た
住
宅
の
新

築
、
改
修
工
事
、
購
入
に
係
る
費
用

�

●
　

�

専
門
の
事
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
新
築

や
改
修
の
工
事
費
、
ま
た
は
購
入
費
が

50
万
円
以
上
の
も
の

�

●
　

�

国
や
地
方
自
治
体
の
他
の
助
成
制
度
の
補

助
を
受
け
て
い
な
い
住
宅
に
係
る
も
の

補
助
率
・
補
助
限
度
額

�

●
　

�

総
額
50
万
円
以
上
の
工
事
費
や
購
入
費

の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
）
で
、
50
万
円
を
限
度
（
た

だ
し
、
市
外
事
業
者
と
契
約
し
て
行
う
場

合
は
25
万
円
を
限
度
）

空
き
家
バ
ン
ク
活
用
促
進
事
業

　空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促
進
し
、
市

内
の
空
き
家
の
有
効
利
用
と
市
内
へ
の
円
滑

な
移
住
を
図
る
た
め
、
登
録
物
件
の
改
修
、

家
財
道
具
の
処
分
、
引
っ
越
し
に
係
る
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

�

●
　

�

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
所

有
者
（
市
外
か
ら
の
転
入
者
と
契
約
し
た

場
合
に
限
る
）、
ま
た
は
空
き
家
バ
ン
ク

利
用
者
の
う
ち
、
市
外
か
ら
の
転
入
者

①
改
修
等
工
事
補
助

　空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
売
買
や
賃
貸
借

契
約
を
締
結
し
た
物
件
を
改
修
す
る
際
の
工

事
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
費
用

�

●
　

�

市
内
に
主
た
る
事
業
所
な
ど
を
有
す
る

事
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
改
修
工
事
に

係
る
費
用
（
工
事
費
用
の
総
額
が
50
万
円

以
上
の
も
の
に
限
る
）

補
助
限
度
額

�

●
　

�

工
事
費
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
50
万
円
を
限
度

②
家
財
処
分
費
用
補
助

　空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
、
売
買
や
賃
貸

借
契
約
を
締
結
し
た
物
件
に
残
っ
て
い
る
家

財
な
ど
を
処
分
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
費
用

�

●
　

�

廃
棄
物
の
処
理
の
資
格
を
有
す
る
事
業

者
に
依
頼
し
て
行
う
家
財
処
分
に
係
る

費
用

補
助
限
度
額

�

●
　

�

家
財
処
分
費
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
５
万
円

を
限
度

③
引
越
し
費
用
補
助

　空
き
家
バ
ン
ク
を
通

じ
て
市
外
か
ら
転
入
す

る
際
の
引
っ
越
し
費
用

を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
費
用

�

●
　

�

運
送
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
登
録
物
件

へ
の
引
っ
越
し
に
係
る
経
費

補
助
限
度
額

 

●
　

�

引
っ
越
し
費
用
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
５
万

円
を
限
度

山鹿市への移住・定住促進のための助成制度
　移住・定住環境を整備するため、三世代同居を目
的とした住宅の整備と、空き家バンクを活用した住
宅の改修などを行う人への助成制度があります。
　Ｕターンで山鹿に戻る人、市外から移住する人は、
ぜひこの制度をご利用ください。

　
ど
ち
ら
の
事
業
も
、
ま
ず
は
地
域
生

活
課（
移
住
定
住
相
談
窓
口
）へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
申
請
内
容
を
審
査
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

問地域生活課　移住定住相談窓口　☎ (43)1114
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セキュリティ対策

個人番号カード（マイナンバーカード）でもっと便利に

　　多機能端末の利用時間（年末年始を除く）

土日祝日を含む午前６時半から午後 11 時まで
※�戸籍全部（個人）事項証明書は土日祝日を除く午前８
時半から午後５時 15分まで

　　交付できる証明書

 ●　 住民票の写し（世帯全部・一部）
 ●　 印鑑登録証明書
 ●　 所得証明書（現年度分）
 ●　 市県民税課税台帳記載事項証明書（現年度分）
 ●　 戸籍全部（個人）事項証明書（山鹿市に住民登録があ

り、山鹿市に本籍がある人）

 　  サービスを利用できるコンビニエンスストア

 ●　 セブンイレブン
 ●　 ローソン（ローソンストア 100 を除く）
 ●　 ファミリーマート
 ●　 サークルＫサンクス
※�多機能端末機（マルチコピー機）を設置していない店
舗では、利用できません。

住民票の写しなどの各種証明書が
全国のコンビニで取得できます

　個人番号カード（マイナンバーカード）を持っていると、コンビニエンスストア
に設置されている多機能端末機（マルチコピー機）を利用して、各種証明書が取得
できます。まだお持ちでない人は、通知カードに同封の申請書で申請してください。
　スマートフォンやパソコンでも申請できます。申請書をなくした人は、市民課ま
たは、各市民センターへお問い合わせください。

個人番号カード 問市民課　☎ (43)1169

通知カードではコン
ビニ交付ができませ
んのでご注意くださ
い。 ×→

①偽造・改ざん防止処理印刷
②専用ネットワークの利用とデータの暗号化通信
③ 画面表示・音声案内によるカード・証明書取り忘れ防止機能
④ 他人の目に触れずに操作する多機能端末機 ( マルチコピー機 )
⑤ 多機能端末機（マルチコピー機）にはデータが残らない機器設定

不特定多数の人が利用するコンビニエンスストアだからこそ、
コンビニ交付には万全のセキュリティが施されています。

７月以降、マイナンバー制度を活用して社会保障・税・災害対策の分野で情報連携が試
行されますが、本格運用の開始までは、これまでどおり各種手続きの際に添付書類（住
民票の写しなど）の提出をお願いします。

マイナンバー制度による
情報連携

マイナちゃん

マイキーくん

安心してご利用ください
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　児童や障がいのある人のために、いろいろな制度がある
のをご存じですか。このページでは、制度の概要を紹介し
ます。全ての制度で認定の申請が必要ですので、詳しくは
お問い合わせください。

知っておきたい
子育て支援・障がい者（児）制度

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　重
度
の
心
身
障
が
い
が
あ
る
人
に
対
し

て
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
所
得

に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　●
　対
象
者
（
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

　

�

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

　②
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２

　③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　
自
立
支
援
医
療
費
助
成

　（
更
生
医
療・育
成
医
療・精
神
通
院
医
療
）

【
更
生
医
療
給
付
費
助
成
】

　身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
18
歳
以
上
の
人

に
対
し
て
、
原
因
と
な
る
病
気
が
治
っ
た
後

に
残
さ
れ
た
機
能
障
害
に
つ
い
て
、
日
常
生

活
や
仕
事
の
た
め
に
障
が
い
を
取
り
除
く
こ

と
や
、
軽
減
、
回
復
さ
せ
る
た
め
、
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
育
成
医
療
費
助
成
】

　18
歳
未
満
で
体
に
障
が
い
や
病
気
が
あ

り
、
放
置
す
る
と
将
来
体
に
障
が
い
が
残
る

可
能
性
が
あ
る
が
、
手
術
な
ど
の
治
療
で
障

が
い
の
改
善
が
期
待
で
き
る
人
に
対
し
て
、

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
精
神
通
院
医
療
費
助
成
】

　精
神
疾
患
の
治
療
の
た
め
に
医
療
機
関
に

通
院
す
る
場
合
に
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
入
院
医
療
費
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

※�

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る
と
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
が
１
割
と
な
り
ま
す
。
所

得
な
ど
に
応
じ
て
１
カ
月
あ
た
り
の
上
限

額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　支
給
の
対
象
に
な
る
障
が
い
児
を
養
育
す

る
父
ま
た
は
母
、
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　●
　対
象
と
な
る
児
童

　20
歳
未
満
で
、身
体
、知
的
ま
た
は
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
児
童
。

※�

児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場

合
や
、障
が
い
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
ら
れ
る
児
童
の
場
合
は
原
則
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

　●
　支
給
額
（
月
額
）

　①
１
級
該
当
児
童
一
人
に
つ
き
…

５
万
１
４
５
０
円

　②
２
級
該
当
児
童
一
人
に
つ
き
…

３
万
４
２
７
０
円

　●
　現
況
届
…
毎
年
８
月
に
提
出

　
特
別
障
害
者
手
当

　重
度
の
障
が
い
の
た
め
、
日
常
生
活
で
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
、
20
歳
以
上

の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
病
院
に
３
カ
月
以

上
入
院
し
て
い
る
場
合
や
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
に
よ

る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　●
　対
象
者
（
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

　①
重
度
の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
人

　②�
重
度
の
肢
体
不
自
由（
寝
た
き
り
な
ど
）

で
、
日
常
生
活
動
作
が
一
人
で
は
ほ
と

ん
ど
で
き
な
い
人

　③�
重
度
の
精
神
障
が
い
、ま
た
は
重
度
の
知

的
障
が
い
の
た
め
、食
事
、用
便
、会
話
な

ど
の
日
常
生
活
能
力
が
ほ
と
ん
ど
な
い
人

　④�

介
護
保
険
の
要
介
護
４
ま
た
は
５
で
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人

　●
　支
給
額
（
月
額
）
…
２
万
６
８
１
０
円

　●
　現
況
届
…
毎
年
８
月
に
提
出

　
障
害
児
福
祉
手
当

　重
度
の
障
が
い
の
た
め
、
日
常
生
活
に
介

護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や
障

が
い
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
ら
れ
る
児

童
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
に
よ
る
制
限

が
あ
り
ま
す
。

　●
　対
象
者
（
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

　①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び
２
級
程

度
の
人

　②
療
育
手
帳
Ａ
１
程
度
の
人

　●
　支
給
額
（
月
額
）
…
１
万
４
５
８
０
円

　
●
　

現
況
届
…
毎
年
８
月
に
提
出

　
熊
本
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　重
度
の
障
が
い
者
（
児
）
を
扶
養
し
て
い

る
保
護
者
が
、
死
亡
ま
た
は
重
度
障
が
い
を

受
け
た
な
ど
に
よ
っ
て
、
扶
養
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
と
き
か
ら
、
重
度
障
が
い

者
（
児
）
に
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　●
　

 

制
度
に
加
入
で
き
る
人
（
次
の
す
べ
て
を

満
た
す
人
）

　

�

①
重
度
心
身
障
が
い
児
（
者
）
を
扶
養
し

て
い
る
人

　②
特
別
な
病
気
や
障
が
い
が

な
い
人

　③
65
歳
未
満
の
人

　④
県
内
に

在
住
す
る
人
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子
ど
も
医
療
費
の
助
成

　●
　対
象
年
齢

　18
歳
到
達
後
の
３
月
31
日
ま
で
。

　●
　助
成
額

　通
院
・
入
院
に
か
か
る
医
療
費
を
全
額
助

成
し
ま
す
。
保
険
適
用
外
・
高
額
療
養
費
・

入
院
時
の
食
事
代
、
学
校
・
保
育
園
・
幼
稚

園
内
で
の
け
が
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

　

●
　助
成
方
法

　熊
本
県
内
の
医
療
機
関
を
外
来
受
診
す
る

場
合
「
健
康
保
険
証
」
と
「
子
ど
も
医
療
費

受
給
者
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　県
外
の
医
療
機
関
や
入
院
な
ど
の
場
合

は
、
い
っ
た
ん
窓
口
で
医
療
費
を
支
払
い
、

１
カ
月
ご
と
に
領
収
証
を
ま
と
め
て
、
市
役

所
福
祉
援
護
課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　●
　必
要
書
類

　①�

医
療
費
の
領
収
証（
レ
シ
ー
ト
は
不
可
）

　②
印
鑑
（
認
印
）

　●
　

申
請
期
限

　診
療
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
１
年
間
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成

　ひ
と
り
親
家
庭
等
の
生
活
と
福
祉
の
向
上

を
目
的
に
、
医
療
費
の
全
額
ま
た
は
３
分
の

2
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
所
得
に
よ
る
制

限
が
あ
り
ま
す
。

　●
　対
象
者
（
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

　①�

20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母

子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

　②�

18
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭
の

児
童

　
養
育
医
療
の
給
付

　身
体
の
発
育
が
未
熟
な
ま
ま
で
生
ま
れ
、

入
院
を
必
要
と
す
る
乳
児
に
対
し
て
、
そ
の

治
療
に
必
要
な
医
療
費
の
一
部
を
負
担
し
ま

す
。

　●
　対
象
者

　指
定
医
療
機
関
の
医
師
が
、
養
育
の
た
め

の
入
院
治
療
の
必
要
性
を
認
め
た
１
歳
未
満

の
未
熟
児
。

　
児
童
手
当

　児
童
の
家
庭
生
活
に
お
け
る
安
定
と
健
や

か
な
成
長
の
た
め
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　●
　対
象
者

　中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到
達
後
の
３
月
31

日
ま
で
）の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

　●
　認
定
請
求
な
ど

　出
生
、転
入
な
ど
に
よ
り
新
た
に
受
給
資

格
が
生
じ
た
場
合
、児
童
手
当
を
受
給
す
る

に
は
、出
生
や
転
入
か
ら
15
日
以
内
に
福
祉

援
護
課
窓
口
（
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
）へ

「
認
定
請
求
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
●
　

現
況
届
…
毎
年
６
月
に
提
出

　
児
童
扶
養
手
当

　ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
に
助
力
し
、

児
童
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

　●
　対
象
者

　次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
（
18
歳
に

達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
人
ま
た
は
20
歳
未
満
で
政
令
で
定

め
る
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
人
）
を

監
護
す
る
母
、
ま
た
は
児
童
を
監
護
し
、
か

つ
、
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
。

　父
母
が
い
な
い
、
父
母
が
養
育
し
な
い
場

合
に
は
、
児
童
の
養
育
者
。

　①�

父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た
は
母
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

　②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

　③�

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態

に
あ
る
児
童

　④�

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

　⑤�

父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

　⑥�

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
D
V
保

護
命
令
を
受
け
た
児
童

　⑦�

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

　⑧�

母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童（
認

知
さ
れ
た
児
童
を
含
む
）

　⑨�

母
が
児
童
を
妊
娠
し
た
と
き
の
事
情
が

不
明
で
あ
る
児
童

　●
　次
の
場
合
は
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

　児
童
が
、

　①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

　②�
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
ま
た
は
里

親
に
預
け
ら
れ
た
と
き

　父
ま
た
は
母
が
（
も
し
く
は
養
育
者
が
）、

　
①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

　②�

養
育
者
の
場
合
は
児
童
と
別
居
し
て
い

る
と
き

※�

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人
で

も
、
そ
の
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

額
よ
り
も
低
い
場
合
は
、
差
額
分
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
●
　

所
得
制
限

　手
当
を
請
求
す
る
本
人
、
そ
の
配
偶
者
や

扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま

す
。

　
●
　

現
況
届
…
毎
年
８
月
に
提
出

■
各
制
度
の
問
い
合
わ
せ
先

  

● 

８
ペ
ー
ジ
の
制
度

福
祉
援
護
課
　
障
が
い
福
祉
係

☎（
43
）０
０
５
２

  

● 

９
ペ
ー
ジ
の
制
度

福
祉
援
護
課
　
児
童
家
庭
係

☎（
43
）０
０
５
２
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後期高齢者医療保険料の改定 問国保年金課　後期医療年金係　☎(43)1576

　所得が低い人や被用者保険※加入者に扶養されていた人の保険料は継続して軽減されますが、
一部軽減割合などが変わります。
　※被用者保険…協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

　同じ世帯の後期高齢者医療制度の被保険者全員と、世帯主の「総所得金額等を合計した額」をもとに均等割額を軽
減しています。今年度は５割軽減と２割軽減の対象者が拡大されます。

　被保険者本人の「総所得金額」などをもとに所得割額を軽減しています。今年度は５割軽減から２割軽減に変更さ
れます。

　今年度は９割軽減から７割軽減へ変更されます。所得割額はかかりません。
※後期高齢者医療制度に加入する日の前日まで被用者保険加入者に扶養されていた人が対象です。

　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）か、普通徴収（納
付書・口座振替）で納めます。

7月に今年度の保険料額をお知らせする「後期高齢者医療保険料
決定通知書」を郵送しますので、納め方を必ずご確認ください。

　●平成29 年度の保険料率（平成28 年度と同率）

　●保険料の軽減割合が変わります

　●保険料の納め方

①保険料の均等割額の軽減

②保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減

保険料額（年額）
上限額は 57 万円

均等割額（一人当たり）
47,900 円

所得割額
｛総所得金額等−33 万円（基礎控除）｝

× 所得割率 9.26％
＝ ＋

世帯（被保険者全員と世帯主）の総所得の合計額が下記に該当する世帯 軽減割合

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯で、被保険者全員の年金収入の控除額をそれ
ぞれ80万円として計算したうえで所得が0円となる場合 ９割

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯 8.5 割

「基礎控除額（33万円）」＋「27万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯（拡大） ５割

「基礎控除額（33万円）」＋「49万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯（拡大） ２割

総所得金額等 軽減割合

「基礎控除額（33万円）」＋58万円を超えない人 ２割

１．所得が低い人

２．被用者保険加入者に扶養されていた人

普通徴収の保険料は
納期限までに納めま
しょう。
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８月から保険証が変わります

《一般》の保険証 《退職》の保険証

後期医療年金係　☎(43)1576
問国保年金課　国民健康保険係　☎(43)1527

山鹿　 太朗
山鹿市山鹿９87番地3 見本

後期高齢者医療被保険者証
有 効 期 限　平成３０年　７月３１日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

性 別 男

被保険者番号
住　　　　所

氏　　　　名

生年月日  大 正　１年　１ 月　１ 日
発効期日  平 成２０年　４ 月　１ 日
一部負担金
の　割　合
保険者番号
保 険 者 名

平成２０年　４月　１日
交 付 年 月 日 

１割

３ ９ ４ ３ １ ２ ３ ４
熊 本 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合

熊本県後
期高齢者
医療広域
連合之印

資格取得年月日 

平成２９年　８月　１日

山鹿　 太朗
山鹿市山鹿９87番地3 見本

後期高齢者医療被保険者証
有 効 期 限　平成２9年　７月３１日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

性 別 男

被保険者番号
住　　　　所

氏　　　　名

生年月日  大 正　１年　１ 月　１ 日
発効期日  平 成２０年　４ 月　１ 日
一部負担金
の　割　合
保険者番号
保 険 者 名

平成２０年　４月　１日
交 付 年 月 日 

１割

３ ９ ４ ３ １ ２ ３ ４
熊 本 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合

熊本県後
期高齢者
医療広域
連合之印

資格取得年月日 

平成２8年　８月　１日

　国民健康保険税に未納がある世帯は、窓口での交付となる
場合があります。対象世帯には通知を送付しますので、速や
かに保険税を納付するか、税務課収納係で納税相談を行って
ください。

　新しい保険証に記載している一部負担金
の割合は、平成 29 年度（平成 28 年分）
の住民税の課税所得をもとに判定しています。

　簡易書留を受け取りの際、受領印が必要です。留守などで郵便局から不在連絡票を受け取ったときは、
記載内容の指示に従ってください。保険証が届いたら、記載事項に誤りがないか確認してください。
　８月１日㈫からは新しい保険証を使用し、古い保険証は、はさみなどで切断のうえ、破棄してください。

限度額適用認定証・標準負担額減額認定証をご利用ください
入院などで医療費の支払いが高額になりそうなときは

　１カ月間で１つの医療機関（入院・外来別）の医療
費の支払いが高額になる場合、事前に「限度額適用認
定証・標準負担額減額認定証」を医療機関へ提示する
と、世帯に応じた限度額までの支払いで済み、食事代
も減額されます。認定証が必要な人は申請してくださ
い。
※�国民健康保険税に未納があると限度額適用認定証は
交付できません。

● 70 歳未満の人
　限度額適用認定証または限度額適用・標準負担額減
額認定証（住民税非課税世帯の人が対象）を交付します。

● 70 歳以上の人
　住民税非課税世帯の人に限度額適用・標準負担額減
額認定証を交付します。
▼利用手続き
　受付場所　国保年金課または各市民センター
　必要書類　 ①新しい保険証　②印鑑　③マイナン

バーがわかるもの

国民健康保険 後期高齢者医療保険

藤色 薄
う す

だいだい色

青色

・75 歳以上の人（満 75 歳の誕生日から）
・ 65 歳から 74 歳までの一定の障がいのある

人で、後期高齢者医療広域連合の認定を受
けている人

（旧） （旧）

（旧）

（新） （新）

（新）

●後期高齢者医療制度に加入している人
　すでに認定証をお持ちで、引き続き該当する人に
は、新しい認定証を保険証に同封しています。申請
は不要です。

　●新しい保険証を７月中に簡易書留で郵送します
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●こも
れ
び
図
書
館問

☎（
43
）１
０
８
２

 

こ
ど
も
司
書
体
験

　
●
　 

内
容
　
こ
も
れ
び
図
書
館
の
お
仕
事
が
体

験
で
き
ま
す
。
貸
し
出
し
、
返
却
、
お
す

す
め
本
の
紹
介
な
ど
の
他
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
ツ
ア
ー
も
開
催
。

　●
　

 

日
時
　
７
月
24
日
㈪
・
25
日
㈫

　午
前
10

時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
４
時

　●
　

 

対
象
者
　
小
学
４
～
６
年
生（
１
回
２
人
）

　●
　

 

申
し
込
み
方
法
　
６
月
27
日
㈫
～
７
月
16

日
㈰
の
間
に
こ
も
れ
び
図
書
館
へ
電
話
す

る
か
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
ろ
う
！
動
く
動
物
た
ち

　●
　

 

内
容
　
①
牛
乳
パ
ッ
ク
と
輪
ゴ
ム
で
飛
び

あ
が
る
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
！
②
ぴ
ょ
こ

ん
！
と
飛
ぶ
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う
！

　●
　

 

日
時
　
７
月
30
日
㈰

　午
前
10
時
～
正

午
・
午
後
３
時
～
５
時

　●
　

 

対
象
者
　
幼
児
・
小
学
生
と
保
護
者
（
１

回
10
人
程
度
）

な
つ
や
す
み
　
こ
ど
も
上
映
会

　●
　

 

日
時
　
８
月
27
日
㈰

　午
後
２
時

　●
　上
映
作
品
　
こ
び
と
大
研
究
（
30
分
）

　●
　対
象
者
　
幼
児
・
小
学
生
と
保
護
者

　●
　

 

場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　中
会

議
室
1

こ
も
れ
び
夜
の
お
は
な
し
会

　●
　

�
内
容
　お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
マ

ザ
ー
グ
ー
ス
」
さ
ん
に
よ
る
夜
の
お
は
な

し
会
。
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
で
「
花
火
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
●
　

日
時
　８
月
18
日
㈮

　午
後
６
時
～
７
時

　
●
　

対
象
者
　幼
児
・
小
学
生
と
保
護
者

家う
ち

読ど
く

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　●
　

 

内
容
　
こ
も
れ
び
図
書
館
司
書
が
選
ん
だ

家
読
お
す
す
め
の
本
５
冊
を
貸
し
出
し
ま

す（
年
齢
、学
年
毎
に
各
5
冊
。
計
12
セ
ッ

ト
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
）。
５
冊
の
中

か
ら
、
お
す
す
め
の
１
冊
を
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
し
た
人
へ

「
こ
も
れ
び
家
読
マ
ス
タ
ー
認
定
証
」
を

差
し
上
げ
ま
す
。

　●
　

 

申
込
先
　
こ
も
れ
び
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

　●
　対
象
者
　
乳
幼
児
・
小
学
生
と
保
護
者

●ひだ
ま
り
図
書
館問

☎（
46
）１
３
１
０

こ
ど
も
司
書
体
験

　●
　

 

内
容
　
ひ
だ
ま
り
図
書
館
の
お
仕
事
が
体

験
で
き
ま
す
。
館
内
案
内
、
カ
ウ
ン
タ
ー

作
業
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
作
成
な
ど
。
こ
ど
も
一
日

司
書
認
定
証
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　●
　

 

日
時
　
７
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭

　午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
４
時

　●
　

 

対
象
者
　
小
学
４
～
６
年
生（
１
回
２
人
）

　●
　

 

申
し
込
み
方
法
　
６
月
27
日
㈫
～
７
月
16

日
㈰
の
間
に
ひ
だ
ま
り
図
書
館
へ
電
話
す

る
か
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

夏
休
み
の
上
映
会

　●
　

 

日
時
、
上
映
作
品
　
７
月
22
日
㈯

　午
後

２
時
半
「
チ
ッ
プ
と
デ
ー
ル

　リ
ス
の
い

た
ず
ら
合
戦
（
53
分
）」、
８
月
５
日
㈯

　

午
後
２
時
半
「
銀
河
鉄
道
の
夜
（
48
分
）」

　●
　対
象
者
　
幼
児
・
小
学
生

　●
　

 

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

山
鹿
で
は
た
ら
く
人
に
聞
い
て
み
た
！

　●
　

 

内
容
　
地
域
で
働
く
人
を
講
師
に
招
き
、

仕
事
の
内
容
や
、や
り
が
い
を
聞
き
ま
す
。

　●
　

 

対
象
者
　
小
学
生
以
上

　●
　

 

日
時
、
職
種
　
７
月
28
日
㈮

　警
察
官
、

８
月
４
日
㈮

　保
育
士
、
８
月
11
日
㈷

　

獣
医

　午
前
11
時
（
各
45
分
程
度
）

チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
お
は
な
し
会

　●
　

 

内
容
　
折
り
紙
、
切
り
紙
を
使
っ
た
楽
し

い
お
は
な
し
会
。

　●
　

 

対
象
者
　
幼
児
・
小
学
生
と
保
護
者

　●
　

 

日
時
　
７
月
29
日
㈯

　午
後
２
時
～
２
時

40
分

山
鹿
灯
籠
踊
り
体
験

　●
　

 

内
容
　
鹿
本
農
業
高
校
郷
土
芸
能
伝
承
部

の
山
鹿
灯
籠
踊
り
の
披
露
と
、
踊
り
の
振

り
付
け
体
験
。

　●
　

 

対
象
者
　
小
学
生
以
上

　●
　

 

日
時
　
８
月
２
日
㈬

　午
前
11
時
（
50
分

程
度
）

　●
　

 

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

図
書
館
で 

夏
を
楽
し
も
う
！

　
　
　
こ
も
れ
び
図
書
館
と
ひ
だ
ま
り
図
書
館
で
は
、夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　
　
　
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●図書館・図書室　夏の展示ご案内
　山鹿市立図書館・図書室では、小・
中・高校生の読書感想文・感想画の課
題図書や、おすすめの本、自由研究・
工作・貯金箱作りの本などを多数展
示・貸し出しています。その他、夏
を楽しむ・快適に過ごす本も展示中で
す。ぜひ、ご家族で
お近くの図書館、図
書室をご利用くださ
い。

こ
ど
も
一
日
司
書
体
験

こ
ど
も
一
日
司
書
体
験

夏
休
み
の
上
映
会

こ
も
れ
び
夜
の
お
は
な
し
会

チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
お
は
な
し
会

山
鹿
灯
籠
踊
り
体
験

家う
ち

読ど
く

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
ろ
う
！
動
く
動
物
た
ち

山
鹿
で
は
た
ら
く
人
に
聞
い
て
み
た
！

な
つ
や
す
み
　
こ
ど
も
上
映
会



13　2017.7　広報やまが

国 民 年 金 情 報

国民年金保険料免除制度のお知らせ
保険料を納めることが困難な場合にご利用ください

　●国民年金保険料免除制度

問
国保年金課　後期医療年金係　☎(43)1576
熊本西年金事務所　      ☎096(353)0142

　国民年金第１号被保険者が納める保険料は、所得が少
ないときや離職したとき、災害で財産の２分の１以上の
損害を受けたときなどに納めることが困難な場合は、免
除制度や納付猶予制度が利用できます。

▼免除の期間
　免除申請が認められて免除が受けられるのは、毎年７
月から翌年６月までの１年間です。
　全額免除・納付猶予の継続申請をしている人以外は、
毎年申請が必要です。７月以降に手続きをしてください。
免除申請をしても、前年度の所得によっては免除が認め
られない場合もあります。

▼申請先と必要書類
受付場所　国保年金課または各市民センター
必要書類　①年金手帳か納付書②印鑑

▼将来の年金額への影響
　免除が承認された期間は、全額納付した場合と比べて、
右の図１のとおり受け取る老齢基礎年金額が少なくなり
ます。10 年以内であれば、申し出によりさかのぼって
納付することができます。

　20 歳になると国民年金の被保険
者となり、保険料の納付が義務付け
られます。学生の場合は本人の所得
が一定以下であれば、申請により在
学中の保険料の納付が猶予される
「学生納付特例制度」が設けられて
います。
　学生納付特例の承認を受けた期間は、右の表１のとお
り年金額には反映されませんが、受給資格期間※へ算入
することができます。
　※�受給資格期間…ことし８月から、従来の「25 年」
から「10 年」に短縮されます。

▼免除の期間
　毎年４月から翌年３月までの１年間です。毎年手続き
が必要です。

▼申請先と必要書類
受付場所　国保年金課または各市民センター
必要書類　①在学証明書（原本）か学生証の写し②印鑑

受給資格期間
への算入 年金額への反映

全額免除 ○ ○
一部免除※ ○ ○
納付猶予

学生納付特例 ○ ×
未納 × ×

《受け取る年金額の割合》

《納付免除したときの年金額への反映など》

※�一部免除の場合は、減額された保険料を納めること
が必要です。納めていない場合は未納扱いとなりま
すのでご注意ください。

全額納付

全額免除

（割合）

表１

図１

3/4免除

半額免除

1/4免除

未納

国庫負担分 自己負担分
保険料の
納付状況

100％

100％

50％

０％

50％

62.5％

87.5％

75％

受け取り不可

　重度の障がいを受けた場合や、死亡といった不
慮の事態が生じたときに保険料の未納期間がある
と、障害基礎年金・遺族基礎年金が受け取れない
場合があります。
　ただし、免除や納付猶予制度の承認を受けてい
る期間は未納扱いにはなりませんので、万が一の
時にも安心です。

万が一に備えて

　●学生納付特例制度
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街角ぐるっとナビ 

大雨や洪水に備えて
…菊池川水防演習　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５月 14 日
　菊池川の山鹿大橋上流河川
敷で水防演習を実施し、菊池
川河川事務所や鹿本地域振興
局、山鹿市、玉名市、菊池市、
和水町の関係者ら約 300 人が
参加。大雨による増水を想定
して、水防団や地元建設業者
などが、堤防の木流し工法や
土のう積み工法などの演習を
行いました。 土のう積み工法を行う水防団

、

ことしもおいしくいただきました
…JA 鹿本園芸部会からスイカ ･ メロンの贈呈   ５月 16 日
　JA鹿本園芸部会（萩生省

しょう

蔵
ぞう

部会長、部会員564
人）から、山鹿市と熊本市植木町の小学校 20校
と福祉施設 19施設に、スイカとメロンが贈られ
ました。この取り組みは食育や消費拡大などを目
的に、50年ほど前から毎年行われています。
　菊鹿小学校（佐々木晴

はる

敏
とし

校長、児童数 230 人）
で行われた贈呈式では、萩生部会長が「心を込め
て作りました。いっぱい食べて、勉強とスポーツ
を頑張ってください」とあいさつ。さっそくスイ
カを試食した１年生（30人）は「甘くておいしー！」
とうれしそうに頬張っていました。

大きなスイカに大喜びの児童

公益社団法人日本河川協会　河川功労者表彰状の贈呈
…冨田克

か つ

敏
と し

さん　熊本市（ふるさと山鹿大使）
　ふるさと山鹿大使の冨田さん
は、鹿本町中川の水辺の学習
館「ゆめほたる」を中心に、菊
池川自然塾を主宰。自然保護
や環境学習への取り組みなどが
認められ、表彰状が贈られまし
た。冨田さんは「地球は水の
惑星です。人間も水が無ければ
生きていけません。今後も菊池
川の自然の良さを子どもたちに
伝えていきたい」と話しました。

行政相談委員に対する感謝状・表彰状の贈呈
…小澄隆

たかし

さん　下内田（菊鹿）　国津直
なお

樹
き

さん　千田（鹿央）　森本弘
ひろ

毅
き

さん　分田（鹿本）
　ことし３月末で行政相談委
員を退任された小澄さんに、
総務大臣から感謝状が贈られ
ました。同じく退任された國
津さんに熊本県行政評価事務
所長から感謝状が贈呈。また、
熊本県行政相談委員協議会理
事の森本さんに、全国行政相
談委員連合協議会会長から表
彰状が贈られました。永年の
活動に心から感謝します。國津さん（左から２人目）、小澄さん（中

央）、森本さん（左から４人目）

表彰状を手にする冨田さん（中央）

、

かわいい園児がお手伝い
…危険物安全週間路上PR　　　　　　　　６月６日
　JA 鹿本本所で、山鹿植木地区危険物安全協会
（今井栄

えい

治
じ

会長、会員87 事業所）役員と、米田保育
園幼年消防クラブ員らが、危険物安全週間の路上
PRを行いました。園児が「はいどうぞ。お疲れさ
まです」と、チラシや手作りのお守りをドライバー
に手渡し、協会役員が「危険物安全週間です。危険
物の取り扱いにご注意ください」と声掛けをして
連携。ドライバーはかわいい園児からの贈り物を
喜んで受け取っていました。
　PR終了後、協会役員に向けて園児が元気よく
「防火の誓い」を披露してくれました。

ドライバーにチラシなどを渡す園児

平成 29 年度熊本県交通安全功労者表彰

　山鹿市の交通指導員として、長年にわたり地域での交通安全活動
に積極的に取り組まれ、交通安全推進活動の模範となるものと認め
られ受賞されました。

伊東基
もと

男
お

さん
南島（山鹿）

古家　保
たもつ

さん
津留（山鹿）

東　和
かず

行
ゆき

さん
椎持（鹿北）

溝上幸
ゆき

夫
お

さん
岩野（鹿北）
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、

夏に向けて、水の事故への備え
…山鹿市消防本部救助技術選考会（水上の部）　６月９日
　山鹿市民プールで山鹿市消防本部救助技術選考
会を実施し、21 歳から 36 歳までの若手職員 20
人が参加。これは水難事故の救助技術向上のため
に毎年行っているもので、県大会への選手選考会
を兼ねています。この日は、シュノーケリングで
障害物を突破しながら、水中に沈められたリング
を探す「複合検索」、水中でロープを結ぶ「水中
結索」、溺

おぼ

れた人
を助ける「溺

でき

者
し ゃ

救助」など５種
目を実施。日頃
の訓練の成果を
競いました。
　これから夏本
番を迎えます。市
民の皆さんも水
の事故には十分
ご注意ください。

ロープを肩に水中結索に向かう様子

まだまだあるよ。街角ぐるっとナビまだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

おいしい牛乳を飲んでください
…父の日に牛

ち ち

乳を贈ろうキャンペーン　　　　　　　　  ６月 15 日
　JA 鹿本と鹿本酪農の女性
部８人が市役所を訪れ、中嶋
憲
けん

正
せい

市長に牛乳を贈りました。
代表して石井幸

さち

代
よ

さんが「お
いしい牛乳を飲んで、お仕事
を頑張ってください」とあいさ
つ。中嶋市長はグラスに注が
れた牛乳を一気に飲み干すと
「うん！おいしい！父の日に牛
乳をという発想が素晴らしいで
すね」と笑顔で話しました。

小中学生にオペラの感動を届けたい
…八千代座「スロヴァキア国立オペラ 2017」チケット贈呈   ６月 14 日

　７月８日㈯に八千代座で開催
されるオペラ公演を小中学生
に見てもらうため、八千代座オ
ペラ実行委員会（森川昭

あき

彦
ひこ

代
表）をはじめとする有志の皆さ
んが、チケット100 枚を山鹿
市に贈呈されました。中嶋憲

けん

正
せい

市長は「小中学生が海外のオ
ペラに触れることで、たくさん
のことを学んでくれると思いま
す」とお礼を述べました。中嶋市長（左）にチケットを渡す森川代表（右）

日本遺産で地域を活性化
…菊池川流域日本遺産協議会設立総会　　　　　　　      ５月 29 日
　ことし４月 28 日の菊池川流域における日本遺産認定を受け、こ
れまでの菊池川流域日本遺産認定推進協議会を解散。新たに菊池川
流域日本遺産協議会を設立し、中嶋憲

けん

正
せい

市長が会長に就任しました。
　今後は日本遺産
を活用した地域活
性化に向けて、行
政と観光・農業・
文化財保護などの
関係団体が連携し
た取り組みを行い
ます。 菊池川流域日本遺産協議会の委員の皆さん

中嶋市長（中央）を囲んで

山鹿の初夏の風物詩
…犬子ひょうたん祭り（祇園祭）　　　　　　　　　       ６月 15 日

　大宮神社境内の八坂神社で
犬子ひょうたん祭りが行わ
れ、米粉で作ったお守り「犬
子ひょうたん」を買い求める
多くの人でにぎわいました。
これを疫病除けのお守りとし
て、１年間部屋に飾る風習が
あります。この日は浴衣おろ
しの日（初かたびら）ともい
われ、浴衣姿の人も多く見ら
れました。

犬子ひょうたんを選ぶ子どもたち

、

めのだけ小学校が団体戦優勝
…第51回交通安全子供自転車山鹿地区大会　6月10日
　鹿央体育館で行われた大会に、山鹿警察署管内
の小学校５校９チームが出場し、学科試験と実技
試験を競いました。その結果、めのだけ小学校
（篤

とく な が

永高
たか

志
し

校長、児童数 307人）Aチームが優勝。
統合前の山内小学校から累積すると見事７連覇を
達成しました。７月 16日㈰にパークドーム熊本
で行われる県大会に、山鹿地区代表として出場し
ます。県大会でも優勝目指して頑張ってください。
めのだけ小学校Aチームメンバー：山下悠

ゆう

生
き

君（６
年）、有働綺

あや

芽
め

さん（６年）、平川琳
りん

さん（５年）、
荒川剛

ごう

毅
き

君（５年）

優勝のAチームと２位の Bチームの皆さん



場広の ● みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、
原稿や写真を山鹿市役所情報システム広報課へ郵送または持参してください。

● 誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

◦
日
時
・
内
容

　７
月
９
日
㈰�

午
前
10
時
～
10
時
半

　子
ど
も
灯
籠
踊
り

　子
ど
も
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

　７
月
23
日
㈰�

午
前
10
時
～
10
時
半

　子
ど
も
歌
舞
伎

　山
鹿
子
ど
も
お
こ
と
教
室

◦
場
所

　さ
く
ら
湯

◦
参
加
費

　無
料

※
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

（
山
鹿
も
て
な
し
た
い

　山
本
）

山
鹿
だ
い
す
き
！

も
て
○ま

る

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
朝
市
）

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時

　７
月
９
日
㈰

　
　
　
　午
前
８
時
～
11
時

◦
場
所

　さ
く
ら
湯
前
広
場

◦�

内
容

　野
菜
や
手
作
り
品
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

※
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

山
鹿
つ
た
え
た
い

　ど
ん
な
い
い
所
で
も
、
ど
ん
な
い

い
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
発
信
力
が
弱
け

れ
ば
伝
わ
ら
な
い
。
山
鹿
の
魅
力
を

「
市
民
力
で
発
信
」
す
る
取
り
組
み

で
す
。

◦
講
演

　「生
活
の
中
の
メ
ディ
ア
」

◦
講
師

　松
崎
勝か

つ
み己
さ
ん

◦�

日
時

　７
月
10
日
㈪

合
氣
道
の
初
心
者
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

親
徳
館
合
氣
道

　合
氣
道
を
体
験
・
見
学
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
人
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時

　７
月
16
日
㈰

　
　
　
　午
後
１
時
～
３
時

◦�

場
所

　市
民
武
道
館

◦
参
加
費

　無
料

◦�

内
容

　合
氣
道
の
体
験
稽
古
ま
た

は
見
学
。
動
き
や
す
い
服
装
で
参

加
く
だ
さ
い
。
当
日
、
直
接
参
加

で
き
ま
す（
途
中
参
加
・
退
出
可
）。

◦�
問
い
合
わ
せ
先

　本
多

☎
０
９
０（
１
３
４
２
）０
３
６
６

「
地
域
の
学
習
教
室
」
で

楽
し
く
勉
強
し
ま
せ
ん
か

熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　「地
域
の
学
習
教
室
」
と
は
ひ
と

り
親
家
庭
の
子
ど
も
さ
ん
を
対
象
と

し
た
熊
本
県
の
学
習
支
援
事
業
で
、

子
ど
も
た
ち
に
学
び
の
場
、
安
ら
ぎ

の
居
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ

　
　
　
　午
後
７
時
～
９
時

◦�

場
所

　鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
９
０（
４
５
１
２
）４
９
３
３

（
松
崎
）

オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

山
鹿
地
区
移
動
例
会

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部

　オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
、
人

工
膀ぼ

う
こ
う胱
造
設
者
）
の
皆
さ
ん
と
そ
の

家
族
、
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

ス
ト
ー
マ
ケ
ア
に
つ
い
て
の
医
療
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時

　７
月
22
日
㈯
午
後
１
時
半

◦
場
所

　市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
、
会
費
は
不
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　有
働

☎（
44
）４
４
７
９

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
建
交
労
）
九
州
支
部
熊
本
分
会

　
長
年
、
掘
削
工
事
や
土
木
工
事
、

草
刈
り
作
業
な
ど
で
振
動
工
具
を
使

い
仕
事
を
し
て
い
た
人
で
、
手
指
の

し
び
れ
や
、
耳
鳴
り
が
す
る
な
ど
の

症
状
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、
労
災
保

険
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６（
３
６
０
）３
１
４
６

下
町
夜
市
が
復
活
し
ま
す
！

下
町
町
内
会

　昭
和
の
こ
ろ
の
下
町
夜
市
を
思
い

出
し
、
家
族
や
友
達
と
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
当
日
は
下
町
～
中
町
は
歩
行

者
専
用
道
路
に
な
り
ま
す

の
で
、
小
さ
い
お
子

さ
ん
も
安
心
し
て

遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

浴
衣
着
用
、
大
歓
迎

◦
日
時

　７
月
21
日
㈮

　
　
　
　午
後
６
時
～
９
時

◦�

場
所

　山
鹿
市
下
町
（
豊
前
街
道

沿
い
）

◦�

内
容

　ゲ
ー
ム
、
ス
ト
リ
ー
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
、ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
先

　奥
村

☎
０
９
０（
５
２
９
６
）８
８
１
４

八
千
代
座
狂
言
教
室

受
講
生
募
集

八
千
代
座

　八
千
代
座
で
は
毎
年
、
狂
言
教
室

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
現
役
狂
言
師

の
指
導
で
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
一

緒
に
楽
し
く
古
典
喜
劇
の
稽
古
を
続

け
て
い
ま
す
。
一
緒
に
八
千
代
座
の

舞
台
に
立
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

対
象

　小
学
生
以
上

◦�

期
間

　７
月
24
日
㈪
（
第
１
回
）

～
平
成
30
年
３
月
（
発
表
会
）

　月
１
回
、
月
曜
日
先
生
指
導

◦�

受
講
料

　指
導
１
回
２
千
円

　（年
間
10
回
指
導
予
定
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

　石
橋

☎（
44
）４
０
０
４

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
の

会
員
募
集

 

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
　
Ｔ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｒ

　バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
「
Ｍ
Ｉ

Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
　Ｔ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
で
は
新

会
員
を
募
集
し
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
通
し
て
元
気
な
心
と
体
を

育
て
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
仲
間

が
待
っ
て
い
ま
す
。

◦�

対
象

　幼
稚
園
年
長
～
中
学
生

◦�

日
時

　毎
週
月
・
水
曜
日

　
　
　
　午
後
6
時
～
8
時

◦
場
所�

　山
鹿
小
学
校
、鹿
本
体
育
館

※�

定
期
的
に
無
料
体
験
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
日
時
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　皆
本

☎
０
７
０（
６
５
９
９
）１
５
１
２

の
事
業
は
熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
に
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦�

内
容

　基
礎
的
な
学
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
宿
題
や

教
科
書
を
中
心
に
一
人
一
人
に
寄

り
添
っ
た
指
導
で
、
学
習
の
習
慣

を
身
に
付
け
ま
す
。

◦��

対
象
者

・
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中
学
生

・�

ひ
と
り
親
家
庭
以
外
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
学
習
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
子
ど
も

◦
日
時

　毎
週
月
曜

　午
後
６
時
～

※
日
時
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦�

場
所

　鹿
本
キ
リ
ス
ト
教
会

◦
参
加
費

　無
料

◦�

指
導
員

　原
口
泉い

ず
み（
鹿
本
キ
リ
ス

ト
教
会
牧
師
）

◦�

問
い
合
わ
せ
先

　原
口

☎（
46
）２
７
２
１

　熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
９
6（
３
２
４
）２
１
３
６
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ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

▶かもと乳児園・稲光園子ども絵画作品展
　未来の線と色と形
　期間　７月１日㈯〜 15日㈯

▶鹿北水彩クラブ作品展
　四季の風景と静物、人物画など
　会員10人の作品　約20点
　講師　服部秋彦先生（山鹿市）　
　期間　７月 17日㈷〜 31 日㈪

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設展示場）
問☎ (36)3838

▶ハンドメイド展（パッチワーク）
　中山峰子さん（山鹿市）
　期間　７月１日㈯〜 15日㈯

▶水墨画展
　星子悦郎さん（山鹿市）
　期間　７月 16日㈰〜 31 日㈪
※時間は 10：00 〜 17：00

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

◦�

日
時
　
７
月
29
日
㈯

　
　
　
　午
後
１
時
～
３
時
半

◦
場
所
　
鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

　
　
　
　（山
鹿
３
３
２
番
地
１
）

◦�

内
容
　
学
校
説
明
、
卒
業
生
・
在

校
生
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
看
護

鹿
本
高
校
に
関
わ
る
資
料

提
供
に
つ
い
て

鹿
本
高
校
同
窓
会
事
務
局

　
こ
と
し
鹿
本
高
校
は
創
立
１
２
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
学
校
の

歴
史
を
物
語
る
資
料
を
保
存
し
、
生

徒
た
ち
に
伝
統
を
伝
え
て
い
く
た
め

に
、
鹿
本
高
校
に
関
わ
る
資
料
（
県

立
鹿
本
中
・
山
鹿
高
等
女
学
校
・
旧

鹿
本
高
校
・
山
鹿
高
校
・
統
合
後
の

鹿
本
高
校
）の
提
供
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

募
集
資
料

　

�

・
学
校
経
営
案
・
各
校
務
分
掌
綴

り
・
校
務
記
録
・
部
活
動
記
録
・

写
真
・
新
聞
（「
山
鹿
高
校
新
聞
」

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

　「星
に
願
い
を
・
・
・
天
ま
で
と
ど

水
泳
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
鹿
市
水
泳
協
会

初
心
者
水
泳
教
室
生
徒
募
集

　短
期
集
中
型
の
水
泳
教
室
で
す
。

◦�

対
象
者

　幼
児（
４
～
６
歳
未
満
）

先
着
10
人
、
小
学
生�

先
着
40
人

◦�

日
時

　

　①
７
月
26
日
㈬
～
30
日
㈰

　②
８
月
９
日
㈬
～
13
日
㈰

　ど
ち
ら
も
午
後
６
時
～
７
時

◦�

場
所

　市
民
プ
ー
ル

◦�

指
導
者

　山
鹿
市
水
泳
協
会
会
員

◦�

受
講
料

　３
７
０
０
円
（
プ
ー
ル

使
用
料
・
保
険
料
込
み
）

◦�

申
込
期
限

　①
②
と
も
教
室
開
催

の
前
日
ま
で

◦
申
込
先
（
平
日
の
み
）

　司
法
書
士
松
本
剛た

か
ひ
さ久

事
務
所

☎（
43
）８
６
０
６

他
）・
絵
は
が
き
・
校
友
会
誌
（「
不

動
」「
会
誌
」「
樟
蔭
」「
あ
ゆ
美
」

「
真
澄
」
他
）・
卒
業
ア
ル
バ
ム
・

卒
業
証
書
・
送
辞
原
稿
・
答
辞
原

稿
・
賞
状
・
教
科
書
・
木
銃
・
制
服
・

通
学
に
使
用
し
た
下
駄
、
靴
・
日

記
・
作
文
・
作
品
・
文
化
祭
、
体

育
祭
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
卒
業
後

の
出
版
物
・
新
聞
記
事
な
ど

※�

複
写
も
可
能
で
す
の
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　鹿
本
高
校
同
窓
会
事
務
局

☎（
44
）５
１
０
１

※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

不
動
岩
の
不
動
明
王
拝
殿
横

に
お
仮か

り

屋や

を
新
築蒲生

・
福
原
地
区

　昨
年
９
月
に
菊
池
市
の
九
州
産
廃

株
式
会
社
中
田
浩ひ

ろ

利と
し

社
長
の
ご
寄
付

で
、
不
動
明
王
の
ご
神
体
を
祭
る
拝

殿
を
再
建
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
、
蒲
生
・
福
原
地
区
で
還
暦
を
迎

え
る
方
々
な
ど
の
ご
寄
付
で
、
拝
殿

の
横
に
お
仮
屋
を
新
築
し
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
仮

屋
は
初は

つ

詣も
う
で

の
参
拝
者
の
接
待
な
ど
に

利
用
し
ま
す
。

　不
動
岩
は
山
鹿
市
の
観
光
名
所
で
、

手作り雑貨はちや＆ギャラリー
問☎ 090(5747)5136（小川）

▶ Koichiro Hiejima
　「オブサン君のお散歩」写真展
　期間　７月１日㈯〜８月 27日㈰
　時間　10：00 〜 17：00
　　　　（金・土・日曜日のみ）

け
○
○
○
」七
夕
飾
り
を
ご
一
緒
に
。

◦
日
時

　７
月
４
日
㈫

　午
後
７
時

◦
場
所

　夢
想
庵

◦�

講
師

　折
り
紙
の
達
人

　
　
　
　中
川

　妙た
え

さ
ん

　

◦
会
費

　５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
43
）２
２
１
１

体
験
コ
ー
ナ
ー

◦
申
込
期
限
　
７
月
26
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
44
）６
０
９
８

山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
と
正
月
に
は
夜
間

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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肥
後
狂
句

俳

　句

短

　歌

河
鹿
会

　肥
後
狂
句

　四
月
例
会

互
選
句

春
休
み

　親
は
だ
れ
と
る
行
楽
地古

川
ひ
ろ
み

お
く
れ
と
る

　途
中
で
事
故
ん
あ
っ
た
ふ
う

島
北

　鎌
岳

も
う
退
職

　ま
あ
だ
若
か
て
思
と
っ
た

古
川
ひ
ろ
み

肥
後
狂
句
や
ま
が
会

　五
月
例
会

藤
本
白
扇
選

後
継
者

　厳
し
い
修
行
背
負
わ
し
た

酒
井
誠
之
助

あ
り
が
と
う

　付
か
ず
離
れ
ず
寄
り
添
っ
て

　戸
田

　蔵
人

つ
よ
か
ー

　数
の
力
で
押
し
通
す黒

田

　如
水

あ
り
が
と
う

　一
番
好
き
な
日
本
語

長
瀬

　狂
介

父
さ
ん
の

　鉄
の
ゲ
ン
コ
ツ
今
分
か
る

森
川
し
お
る

荒
木
又
衛
門
選

父
さ
ん
の

　夢
は
息
子
が
花
咲
か
す

宮
川

　幸
代

後
継
者

　田
舎
で
暮
ら
す
世
の
中
に

江
藤

　孝
舟

父
さ
ん
の

　遺
影
の
兵
士
セ
ピ
ア
色

遠
藤

　上
気

あ
り
が
と
う

　な
か
な
か
言
え
ん
言
葉
た
い

鳥
巣
万
年
青

つ
よ
か
ー

　嬶
ァ
天
下
が
丸
く
い
く

芹
川
の
り
子

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

父
と
子
の
ヒ
ミ
ツ
野
苺
あ
る
処

　
　
　
　
　加
藤
寿
美
代

薔
薇
香
る
笑
顔
で
見
れ
ば
薔
薇
笑
う

　
　
　木
村
マ
チ
子

海
辺
よ
り
山
遡
る
若
葉
か
な

　
　
　
　
　
　草
葉

　靖
生

タ
ッ
プ
俳
句
会
　

山
口
信
博
選

何
時
の
日
も
窓
開
け
て
待
つ
車
椅
子

　
　
　原
口

　弓
子

雨
に
舞
ふ
色
と
り
ど
り
の
傘
の
花

　
　
　
　村
上

　和
代

梅
雨
し
き
り
髪
の
う
ね
り
の
解
け
易や

す

し

　
　尾
田

　大
空

鹿
本
俳
句
教
室

　五
月
例
会

利
光
釈
郎
選

水
に
が
く
な
り
て
久
し
く
蛍
来
ず

　
　
　
　坂
本

　礼
子

髪
切
っ
て
み
ど
り
の
風
の
夏
帽
子

　
　
　
　小
原

　洋
子

揺
れ
戻
す
藤
の
花
房
風
や
さ
し

　
　
　
　
　藤
永

　郁
代

山
鹿
俳
句
会
　
五
月
例
会

利
光
釈
郎
選

春
眠
や
不
思
儀
と
夫つ

ま

の
夢
を
見
ず

　
　
　
　近
藤

　律
子

洗
面
を
戸
外
に
済
ま
す
夏
の
朝

　
　
　
　
　中
原

　英
明

東し
の
の
め雲
の
山
際
青
く
夏
霞

　
　
　
　
　
　
　
　吉
田

　康
史

鹿
本
短
歌
会

　五
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

朝
毎
の
墓
前
供
養
を
お
え
し
と
き
読
経
の
声
に
虫
も
飛
び
く
る

　
　
　
　水
町
千
鶴
子

風
吹
き
て
葉
裏
を
返
へ
す
さ
み
ど
り
に
心
の
澱
み
い
つ
か
消
え
ゆ
く

　
　江
良
美
佐
子

命
日
は
花
ま
つ
り
の
日
よ
母
ら
し
く
さ
く
ら
さ
く
ら
に
囲
ま
れ
逝
き
し
　
　本
田
眞
智
子

石
人
短
歌
会

　五
月
例
会

富
田
豊
子
選

十
七
回
忌
経
の
流
る
る
仏
間
に
て
亡
父
は
笑
ひ
諭さ

と

し
頷う

な
づ

く

　
　
　
　
　
　堀
田

　恵
美

雑
草
に
立
ち
バ
ス
を
待
つ
セ
ピ
ア
色
の
種
は
じ
く
る
を
楽
し
み
な
が
ら

　鬼
木

　芳
子

子
犬
二
ひ
き
絡か

ら

み
合
ひ
つ
つ
啼
く
朝
の
す
ず
や
か
な
風
わ
が
屋
に
と
ど
く

　三
森

　京
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会

薫
風
に
百も

舌ず

の
高
音
の
ひ
び
き
ゐ
て
野
の
静
け
さ
に
風
も
楽
し
む

　
　
　相
川

　怜
子

足
重
く
杖
を
右
手
の
友
な
が
め
己お

の

が
姿
を
重
ね
ほ
ほ
え
む

　
　
　
　
　
　松
本

　洋
子

う
ね
り
つ
つ
飛
び
去
り
に
け
り
鵯

ひ
よ
ど
りよ

腹
は
満
ち
た
か
我
が
菜
畑
に
て

　
　横
尾

　ト
シ

鹿
北
短
歌
会

庭
に
聞
く
か
わ
ず
ふ
く
ろ
う
ほ
と
と
ぎ
す
冴
え
わ
た
る
星
き
ら
め
き
や
ま
ず
　貞
熊
喜
美
子

野
を
ゆ
け
ば
野
ば
ら
野
あ
ざ
み
咲
き
み
ち
て
テロ
や
ミ
サ
イ
ル
知
ら
ぬ
し
ら
ぬ
と

　弓
掛
む
つ
子

湯
上
が
り
に
冷
茶
含
み
て
ぐ
っ
と
飲
む
今
日
の
ひ
と
日
の
無
事
有
り
難
し

　島
北

　鎌
岳

菊
鹿
短
歌
会

　五
月
詠
草

狭さ

庭に
わ

に
も
見
え
ぬ
鶲ひ

た
き

の
縄
張
り
か
二
羽
の
雄
鳥
縺も

つ

れ
あ
ら
そ
ふ

　
　
　
　片
山

　陽
子

洗
ひ
髪
五
月
の
風
に
さ
ら
さ
ら
と
手
を
添
え
て
み
る
こ
こ
ろ
和な

ご

み
て

　
　渕
上
ヨ
シ
子

新
緑
の
風
爽さ

わ

や
か
な
里
の
山
椎
の
花
萌も

え
香
り
漂た

だ

よ
ふ

　
　
　
　
　
　
　富
田

　龍
子

鹿
央
短
歌
会

　五
月
作
品

外
灯
の
消
え
ぬ
ま
ま
か
と
外と

に
出
れ
ば
十
三
夜
の
月
あ
ま
ね
く
照
ら
す

　立
山

　〆
子

久
し
振
り
大
空
の
下
庭
に
立
ち
太
陽
の
光
全
身
に
浴
び
る

　
　
　
　
　
　木
下
志
摩
子

裸
木
の
紅
葉
い
つ
し
か
芽
生
え
初
め
や
わ
ら
緑
の
風
に
な
び
け
り

　
　
　竹
原

　黎
子

三
岳
短
歌
会

　五
月
例
会

山
菜
の
並
ぶ
朝あ

さ

げ餉
の
山
の
宿
息
子
が
横
に
座
り
て
を
り
ぬ

　
　
　
　
　
　荒
木

　光
子

弓
な
り
に
黄
色
き
花
を
な
び
か
せ
て
ミ
モ
ザ
ふ
ん
は
り
青
空
に
映
ゆ

　
　一
森

　久
子

霧
雨
に
白
く
け
ぶ
れ
る
桜
花
は
な
下
陰
に
バ
ス
ご
と
憩
ふ

　
　
　
　
　
　有
働

　恵
子
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　　　　　『地域おこし協力隊』通信　問地域生活課　移住定住窓口　☎ (43)1114
き家を地域のために生かしたい、こんな人に住んでも
らいたい｣という人には、空き家バンクへの登録をお勧
めしています。お気軽にお問い合わせ下さい。
●第１回移住者交流会「やまがびと」を開催します
　山鹿市に移住した人や、移住者の支援に興味がある
市民の交流会です。ぜひお越しください。
日　　時　７月29日㈯　午後６時受け付け、６時半開始
場　　所　市民交流センター　中会議室
募集人員　先着30人
参 加 費 　 無料（終了後、希望者で懇親会を実施しま

す。懇親会は実費を徴収します）
申し込み　 地域生活課に電話または、メールでお申し

込みください（メール：ymgchiikiokosi@
gmail.com)。メールは住所、氏名、年齢、職
業、懇親会参加の有無を明記してください。

　皆さん、こんにちは。地域おこし協力隊の田河です。
移住定住担当として地域にしっかり定住したいと思
い、６月から菊鹿町の空き家を借りて生活しています。
　お借りした家には仏壇や家財道具などが多く残って
いたため、家主さんと一緒に片付けや掃除を行いまし
た。片付ける時間を共有することで家の歴史を感じ、大
切に住もうという思いが強まりました。今回の経験で
「空き家だけど家財道具が残っているので貸せない、売
れない」と悩まれる家主さんなどが多いという現状を

知りました。
　一方で、最近は山鹿市
に移住したいという問い
合わせも多くなり、移住
を希望する人へ紹介する
家が不足しています。｢空

上宿、美食、クラフト、歴史、お茶、温泉、
豪華列車…。九州の 7つのプレミアム
に出合える旅を紹介する。訪れたくな
る理由が見つかる九州データガイドも
収録。
データ :2017年 5月現在。 催

し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・夏休みの上映会
　「チップとデール　リスのいたずら合戦」
　▷７月22日㈯　午後２時半から（53 分）
山鹿市民交流センター中会議室１
・図書館 de シネマ
　「幼獣マメシバ望郷編」
　▷７月23日㈰　午後２時から（100 分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷７月１日㈯・８日㈯・15日㈯・22日㈯・29日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷７月４日㈫・11日㈫・18日㈫・25日㈫
・�山鹿ではたらく人に聞いてみた！警官・獣医・保育士さんと話そう
・山鹿灯籠踊り体験！鹿本農高郷土芸能伝承部の皆さんと踊ろう
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷７月１日㈯・８日㈯・15日㈯・22日㈯・29日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷７月６日㈭・13日㈭・20日㈭・27日㈭
・�こもれびおたすけ本大集合！課題図書や自由研究
のヒントになる本をご紹介！
・�夜のおはなし会、一日司書体験ほか、イベント開催中！

休
館
日

ひだまり図書館
７月３日㈪・10日㈪・17日㈷・24日㈪・31日㈪
こもれび図書館
７月５日㈬・12日㈬・19日㈬・26日㈬

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】

つらいときほど、日常を丁寧に生き
る。命は「長さ」ではない「輝き」な
のだ。諏訪中央病院名誉院長のカマタ
先生が、人生の旅の途中で書き留めた
“自由な心 ”に気付く 61 の言葉を皆さ
まにお届けします。

『カマタノコトバ　内向きになるな』
鎌田實 /著　悟空出版 /出版

『プレミアム九州案内　極上の九州旅をお届けします』
株式会社枻出版社 /出版

新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【ひだまり】
【こもれび】

危険な場所から移動して二次災害を防
ぐ、心肺蘇生やAEDを使用する、けが
の痛みを和らげる…。救急車が来るま
での間に役立つ応急手当の方法を、や
さしく説明します。夏に役立つ情報が
満載です。

『よくわかるみんなの救急』
坂本哲也/編　大修館書店/出版

片付けする田河さん
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山
鹿
口
の
戦
い
に
関
わ
る
史
跡
（
３
）

　前
回
は
鍋
田
地
域
に
残
る
西
南
戦
争
関
係
の
史
跡
を
紹
介
し

ま
し
た
。
今
回
は
今
ま
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
史
跡
を
紹
介
し

ま
す
。

①
正し

ょ
う

泉せ
ん

寺じ

（
椿つ

ば

井い

）

　山
鹿
市
西
端
に
位
置
す
る
椿
井
集
落
の
中
ほ
ど
に
あ
る
正
泉

寺
周
辺
は
、
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
３
月
３
日
の
第
二
次
山

鹿
口
の
戦
い
の
際
、
激
し
い
戦
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
正
泉

寺
本
堂
の
柱
に
は
、今
で
も
そ
の
時
の
弾だ

ん

痕こ
ん

が
残
っ
て
い
ま
す
。

②
徳
永
三
兄
弟
顕
彰
の
碑
（
椿
井
）

　椿
井
公
民
館
近
く
に
「
徳
永
三
兄
弟
顕
彰
の
碑
」
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
徳
永
慎し

ん

太た

郎ろ
う

、
重じ

ゅ
う

蔵ぞ
う

、
政ま

さ

次じ

の
三
兄
弟
は
植
木

学
校
で
学
ん
だ
と
い
わ
れ
、
西
南
戦
争
が
始
ま
る
と
協
同
隊
に

加
わ
り
、
政
府
軍
と
戦
い
ま
し
た
。
長
男
の
慎
太
郎
は
水
俣
で

戦
死
、
三
男
の
重
蔵
は
負
傷
し
た
こ
と
が
も
と
で
亡
く
な
り
、

五
男
だ
っ
た
政
次
は
菊
池
で
戦
死
し
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
時

の
年
齢
は
そ
れ
ぞ
れ
35
歳
、
29
歳
、
24
歳
と
い
う
若
さ
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
椿
井
公
民
館
近
く
に
は
銃
弾
や
砲
撃
に
よ
っ
て
損
傷

し
た
墓
石
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
安
田
兄
弟
顕
彰
の
碑
（
西
牧
）

　西
牧
の
山
鹿
西
部
大
橋
そ
ば
に
、
西
牧
出
身
で
西
南
戦
争
に

加
わ
っ
た
安
田
弾だ

ん

八ぱ
ち

、
嘉か

七し
ち

郎ろ
う

兄
弟
を
顕
彰
し
た
石
碑
が
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。弟
の
嘉
七
郎
は
田
原
坂
で
戦
死
し
ま
し
た
が
、

兄
の
弾
八
は
生
還
し
て
、
後
年
、
西
牧
村
の
村
会
議
員
等
を
務

め
ま
し
た
。

④
平
山
城
陣
地
跡
（
平
山
）

　中
世
の
山
城
、
平
山
城
跡
（
市
指
定
史
跡
）
は
西
南
戦
争
の

際
に
、
政
府
軍
の
陣
地
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
次
・

第
四
次
の
山
鹿
口
の
戦
い
で
は
、
平
山
周
辺
で
も
激
し
い
戦
い

と
な
り
、
政
府
軍
は
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
な
ど
を
選
ん
で
陣

地
を
築
き
ま
し
た
。

⑤
日
輪
寺
（
杉
）

　日
輪
寺
は
山
鹿
口
の
戦
い
で
は

薩
軍
の
拠
点
と
な
り
、
見
張
り
所

や
指
揮
所
が
置
か
れ
ま
し
た
。
日

輪
寺
に
は
政
府
軍
の
小
隊
長
と
し

て
山
鹿
口
の
戦
い
に
参
加
し
た
押お

し

川か
わ

仙せ
ん

太た

郎ろ
う

の
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　押
川
は
薩
軍
が
撤
退
し
た
後
に

こ
の
地
へ
や
っ
て
来
る
と
、
道
端
に
放
置
さ
れ
て
い
る
３
人
の

薩
軍
兵
士
の
遺
体
を
見
つ
け
ま
し
た
。
戦
死
し
た
者
に
敵
味
方

は
関
係
な
い
と
考
え
た
押
川
は
、地
元
の
人
に
お
金
を
渡
し
て
、

薩
軍
兵
士
の
供
養
を
依
頼
し
ま
し
た
。
顕
彰
碑
の
隣
に
は
薩
軍

兵
士
の
墓
碑
が
あ
り
ま
す
。

⑥
万ま

ん

行ぎ
ょ
う

寺じ

（
上
吉
田
）

　万
行
寺
は
薩
軍
が
使
用
し
、
60
～
70
人
の
兵
士
が
宿
舎
と
し

て
利
用
し
ま
し
た
。
薩
軍
が
撤
退
す
る
と
、
代
わ
っ
て
政
府
軍

が
同
様
に
使
用
し
ま
し
た
。問

社
会
教
育
課
　
☎（
43
）１
６
５
１

占
い
サ
イ
ト
で
利
用
料
金
が
高
額
に
！

【
事
例
】

●
　 

携
帯
電
話
な
ど
に
「
無
料
で
占
う
の
で
安
心
し
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
来
て
、
軽
い
気
持

ち
で
登
録
し
た
。無
料
だ
っ
た
の
は
最
初
だ
け
で
、

途
中
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。
占
い
師
の
女
性
か
ら
「
あ
な
た
に
は

私
と
同
じ
守
護
霊
が
つ
い
て
い
る
か
ら
、
絶
対
幸

せ
に
し
て
あ
げ
た
い
」
と
言
わ
れ
、
偶
然
持
病
が

改
善
し
た
こ
と
も
あ
り
、
の
め
り
込
ん
で
し
ま
っ

た
。
や
め
る
と
伝
え
て
も
「
あ
と
少
し
、
終
盤
が

見
え
て
い
ま
す
」
な
ど
と
引
き
延
ば
さ
れ
、
借
金

を
し
て
２
５
０
万
円
く
ら
い
使
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　 

ポ
イ
ン
ト
の
購
入
に
よ
り
相
手
と
メ
ー
ル
な
ど
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
「
占
い
サ
イ
ト
」
で
は
、
相

手
の
誘
導
で
や
り
と
り
を
重
ね
て
い
る
う
ち
に
、

気
付
い
た
と
き
に
は
、
多
額
の
費
用
を
つ
ぎ
込
ん

で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
　 「
幸
せ
に
な
れ
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
相
手

の
言
葉
を
う
の
み
に
せ
ず
、
冷
静
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
身
近
な
人
に
相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

※�

少
し
で
も
不
審
だ
と
感
じ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）１
５
７
９

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

第11回

押川仙太郎顕彰の碑（日輪寺）

６月号の訂正
　「村田三介戦死の地（鍋田）」と表
記していましたが、石碑の所在地は
城です。訂正しておわびします。

①正泉寺

③安田兄弟
　顕彰の碑

②徳永三兄弟
　顕彰の碑

至熊本市

至福岡県

●
●

●

④平山城
　陣地跡

●

⑤日輪寺
● ⑥万行寺

●

３

325

443

443

今
回
紹
介
し
た
史
跡
の
位
置
図
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問環境課  ☎(43)7211

　　第 27 話  浮き具を使って｢命｣を守ろう！！ 

②②

山鹿市消防本部　連載

③③ ①

④④

『水難事故を防ぐ』
水難事故を未然に防ぐには
①子どもを一人で水辺に近
　づかせない
②釣りをするときは転落し
　たときのために必ずライ
　フジャケットを着用する
③浮き具（ライフジャケッ
　ト・ペットボトルなど）
　を準備しておく
　事故に遭ったとき、浮き
具があることで、助けが来
るまでの時間を浮いて稼ぐ
ことができ、実際に小学生
が助かった事例がいくつも
あります。
　遊びに行くときは、必ず
浮き具を持参し、自分の命
と家族・友達の命を守りま
しょう！！

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来

水
辺
で
遊
ぶ
機
会
が

増
え
ま
す

増
え
ま
す

そ
こ
で
起
こ
っ
て

し
ま
う
の
が
・
・
・

水の事故水の事故

そ
の
と
き
役
に

立
つ
の
が

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
浮
き
具
！

浮
き
具
を
使
い

浮
い
て
助
け
を
待
ち

大
切
な
『
命
』
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

※背浮き

浮いて待て 気をつけろよ～／
＼

環境だより環境だより
●
犬
は
登
録
し
て
か
ら
飼
い
ま
し
ょ
う

　犬
の
飼
い
主
は
、
犬
の
生
涯
に
１
度
、
所
在
す
る

市
町
村
に
登
録
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
犬
の
登
録
の
申
請
場
所
】

　●
　

環
境
課

　

●
　

各
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口

　

●
　 

山
鹿
市
内
の
動
物
病
院
（
市
外
の
動
物
病
院
で
は

登
録
で
き
ま
せ
ん
）

【
犬
の
新
規
登
録
料
】

　
１
頭
に
つ
き
、
３
千
円

●
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

　狂
犬
病
は
、
い
っ
た
ん
発
症
す
る
と
、
人
も
犬
も

ほ
ぼ
１
０
０
％
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
年

に
１
回
、
必
ず
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
注
射
の
接
種
場
所
】

　

●
　

山
鹿
市
内
の
動
物
病
院

　市
内
の
動
物
病
院
で
接
種
す
る
場
合
は
、
そ
の
場

で
注
射
済
票
を
発
行
し
ま
す
。

　

●
　

山
鹿
市
外
の
動
物
病
院

　市
外
の
動
物
病
院
で
も
、
市
内
の
動
物
病
院
と
同

様
に
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
注
射
済
票
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
動
物

病
院
が
発
行
す
る
証
明
書
を
持
っ
て
、
環
境
課
か
各

市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
注
射
済
票
の
発
行
を
受
け

て
く
だ
さ
い
（
発
行
手
数
料
が
５
０
０
円
必
要
で

す
）。

※�

注
射
料
金
は
動
物
病
院
で
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
各
動
物
病
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
他
、
毎
年
4
月
に
市
内
各
所
で
集
合
注
射
を

行
い
ま
す
（
今
年
度
は
終
了
し
ま
し
た
）。

●
鑑
札
と
注
射
済
票
を
犬
に
着
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

　鑑
札
と
注
射
済
票
に
は
、
番
号
が
書
い
て
あ
り
ま

す
。
こ
の
番
号
で
飼
い
主
が
分
か
り
ま
す
の
で
、
犬

が
迷
子
に
な
っ
て
も
飼
い
主
へ
連
絡
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
飼
い
主
が
分
か
ら
ず
殺
処
分
さ
れ
る
犬
を

減
ら
す
た
め
、
鑑
札
と
注
射
済
票
は
必
ず
首
輪
な
ど

に
着
け
ま
し
ょ
う
。

　
日
ご
ろ
か
ら
愛
犬
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
て
、
首

輪
や
リ
ー
ド
の
点
検
も
し
っ
か
り
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
愛
犬
を
迷
子
に
し
な
い
よ
う
に
、
よ
ろ
し
く
お
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小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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地元の食材を生かした食品で地域を活性化！食品加工部鹿本農業高等学校

　鹿本農業高校は「勤労」「愛育」「創造」の校訓の元、
責任を果たし、共に支え合い、夢の実現に果敢に挑戦
する集団作りと、プロフェッショナルとして社会に貢献
する人材育成を目指して、日々さまざまな活動に取り
組んでいます。今回は食品加工部の活動について紹介
します。

　食品加工部は、農業高
校生のユニークな発想や
アイデアを生かして、山
鹿市の食材を生かした加
工食品の開発や地域交流・
貢献活動を行っています。

毎年「ご当地！絶品うまいもん甲子園」という料理コ
ンテストに参加しており、昨年は７種類の地元野菜を
たっぷり使用した「山鹿
がーるキーマカレー」を
開発。全国大会に出場し
て、審査員特別賞を受賞
しました。このキーマカ
レーは大手コンビニエン

スストアで商品化されて２万個を売り上げ、地域の方々
にも食べていただくことができました。その他にもデ

ザートを開発して「山鹿も
てなしたい」や農事組合法
人「庄の夢」とのイベント
で披露させていただくなど、
地域活性化を目指してさま
ざまな校外活動にも取り組
んでいます。

　また、これらの活動をまとめ、研究発表を行う日本学
校農業クラブのプロジェクト発表では、毎年のように全
国大会に出場し、上位入賞を果たしています。
　授業で学んだ知識や技術をさまざまなところで発揮し
ながら、これからも地域に貢献できる人材育成に励みま
す。
　※生徒たちの活動は本校ホームページで
もご覧いただけます。　
　http://sh.higo.ed.jp/kamotono/

◦鹿本農業高等学校データ◦　村上正則校長　生徒数 231人

QRコード

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

☆子育て講座に参加してみませんか
親子の絆づくりプログラム　Part ２

　初めての赤ちゃんを育てているママたちのための、学
びとおしゃべりの会を開催します。
　いっしょに、育児のいろいろを話してみませんか。
日時：8月17日㈭・24日㈭・31日㈭・９月７日㈭　
　　　午後１時半〜
場所：健康福祉センター　和室
対象：平成 29年３月〜５月生ま
　　　れの第１子とその母親
※テキスト代 864円が必要です。
　その他、詳細は山鹿子育て支援センターへお尋ねく
ださい。

絆を深めるスキンシップ
雨の日でも親子で楽しめるリズムあそび

　リズムは音や遊びを盛り上げます。たたいたり、はじい
たり、自分が働き掛けることで音が出ることは赤ちゃんに
とって喜びです。音を出したいという気持ちから、動きを
コントロールする力も育ちます。

　小さめのペットボトルに米やマカロニなどを
適量入れてふたを閉め、さらにビニールテープ
を巻きつけて留めます。赤ちゃんの手に握らせ
ると、振って遊びます。

　一面が大きく開いた四角い箱に、輪ゴム
を２〜３本引っ掛ける切り込みを入れます。
輪ゴムを引っ掛けたらセロハンテープで箱
に固定し、はじいて音を出します。箱の大き
さや輪ゴムの太さで音が変わります。

ペットボトルのしゃかしゃかマラカス

あきばこギター

「子育て応援の店」登録店
上田商店（山鹿市）

子どもへの声かけ見守り



わ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園
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　山鹿中央保育園では、毎週火曜日の降園時間を「親子
図書」の日とし、絵本の貸し出しを行っています。子どもた
ちは絵本バッグを用意し、親子で絵本を選び、借りること

をとても楽しみにしています。
子どもたちはいつも真剣な表
情で絵本を選び「きょうは何
を借りようか」「もう一度この
絵本を見たい」「来週はこれ
にする」など、親子での会話
が弾んでいます。平日は忙し

く図書館へ行けない家庭にとっても、園での絵本の貸し出
しが親子のふれあいの場とな
り、コミュニケーションが深
まっているようです。また、年
に２回「たくさん読んだで賞」
として絵本を借りた冊数が多
い子どもには、賞状とメダル
のプレゼントをしています。こ
れからも保育園では毎日読み
聞かせをしたり、親子図書を行ったりして、親子のふれあ
いを深めながら本が好きな子どもを育てていきたいと思って
います。

　米田保育園では、元気な心と体づくりの一環として、菜
園活動を行っています。中でも、生ごみリサイクルの土づく
りを通しての食育活動が、９年目を迎えました。野菜を育
てるには、肥料である野菜くずと発酵してできる菌ちゃんの
力や、水、太陽が大事であることを学
んでいます。ときには草取りも必要で
す。そんなある日（草取りをしていると
きのこと）、園児に「草はどんどん大き
くなるから強いね」と言うと「だって、
つちのちからをもらっているからつよ
いんだよ」とつぶやきました。捨てて
しまう生ごみの土が野菜を元気にし、
それを食べて自分も元気にな
るというつながり（命の循環）
を学び、感じとっているようで
す。
　元気でいられる喜びが生き
る喜び、そして感謝の心となり、
つながっていくことでしょう。
　これからも「こころ育て」「体
づくり」として継続的に取り組み、元気な米田っ子を育て
ていきたいと思います。

絵本で深める親子のふれあい
山鹿中央保育園☎ (44)3653

元気な心と体づくり
米田保育園☎ (43)1159

これにしようか！

カードに記入しています

「いっぱい、とれたよ」

目指せ！　日本一の菊鹿小菊鹿小学校

　「笑顔で助け合い　励まし合う　日本一の菊鹿小！」
　これは、ことしの菊鹿小学校児童会のテーマです。
本年度、菊鹿小学校は開校２年目を迎え、男子 105

人、 女 子 125 人、
計 230 人の児童で
スタートしました。
菊鹿小学校が目指
す日本一の学校に
するために、次の
ことを頑張ってい
ます。

１. やさしく（徳）
　水・金曜日の朝は、ボランティア活動として、運動
場の草取りなどを行っています。みんなが使う運動場
や校舎の周辺を自分たちの力できれいにしています。
この他、あいさつやトイレのスリッパ並べ、静かな廊
下歩行など、周りの人や次に使う人のことを考えて行
動しています。

２. かしこく（知）
　授業中や集会の
ときなどには、「き
く」ことを大切に
しています。発表
している人を見て、
目と耳と心で話を
聞いています。
３. たくましく（体）
　水・金曜日の朝には、ボランティア活動に引き続き
三旗（国旗・市旗・校旗）掲揚、ラジオ体操、三分間
走（水）・全校体育（金）を行い、体を鍛えています。
　この他、茶摘みや芋掘り、梅
ちぎりなど、多くの体験活動を
通して「やさしく・かしこく・
たくましく」（校訓）育ち、日本
一の菊鹿小になるように頑張っ
ていきます。

ことしのテーマと児童会運営委員

朝のボランティアの様子

◦菊鹿小学校データ◦　佐々木晴敏校長　児童数 230人

生ごみリサイクル
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日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
１歳６カ月児健診
27年 11月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

９ 10 11 12 13 14 15
３〜４カ月児健診
29年 3月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
28年 11月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

16 17 18 19 20 21 22
３〜４カ月児健診
29年 3月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
28年 8月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
28年 8月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
26年 3月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】
23 24 25 26 27 28 29

７〜８カ月児健診
28年 11月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
27年 11月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
26年 3月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
30 31

７健康カレンダー
月

◦ 乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦ 母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）、過去の妊娠・
出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記 …【山健福】山鹿健康福祉センター　 【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

　母子保健推進員
とは、安心して妊
娠・出産・育児がで
きるよう、市が行
う各種サービスを
妊婦や赤ちゃんを
もつお母さんに紹
介するなど、行政
とのパイプ役とし

て、また身近な相談者としての役割を担うボランティアの人たちです。山鹿市
では、現在19人の母子保健推進員が乳幼児健診でのお母さんたちのお手伝いや、
赤ちゃんの家庭訪問など、母子保健に関わるさまざまな場面で活躍しています。
　母子健康手帳交付時に、母子保健推進員を紹介しています。

海の日
●

献血にご協力ください

愛の血液助け合い運動

【献血日】７月 11 日㈫
◦ ひだまり駐車場
　  9：30 〜 11：30
　12：30 〜 15：30

　熊本県では７月を「愛の血液助け合
い運動」期間として、広く県民の皆さ
んに献血の呼び掛けを行っています。
　夏場は長期の休みや暑さにより、献
血者が減少することが心配されていま
す。特に若い人で、献血をしたことが
ない人は、ぜひこの機会にご協力をお
願いします。

山鹿市の母子保健推進員です！

１人で悩まないで、遠慮なくご相談ください。
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　７月から９月にかけて、特定健診の結果説明会を行います。
自分の体の状態を知る大事な機会です。
　日程は健診当日に配布する日程表をご覧ください。結果表
は、集団健診を受診する人には説明会時に配布します。個別
医療機関で受診した人は、医療機関で受け取った結果表をお
持ちください。

　対象者に大腸がん・肝炎ウイルス検診の無料受診券などを
5月下旬に送付しています。検査できる医療機関に「山鹿温
泉リハビリテーション病院（山鹿）」を追加しました。自身の
健康管理のため積極的に検診を受けてください。

特定健診の結果説明会

大腸がん・肝炎ウイルス検診
検査医療機関を追加しました

歯周疾患検診
　10 月 31日㈫まで、歯周疾患検診を市内の医療機関で個
別に実施します。２月の各種健診希望調査で申し込みをし
た人へ事前に問診票を郵送します。申し込みをしていない
人で検診を希望する人は、健康増進課へご連絡ください。
◦ 対象者　40・45・50・55・60・65・70歳の人
　（平成30年３月 31日現在）
◦ 検診料金　1,300 円
　※次の①②に当てはまる人は、検診料金が無料です。
　①�市民税非課税世帯：市民課または各市民センターで「平

成 29年度市県民税課税台帳記載事項証明書」（有料）
を取り、検診当日医療機関へ提示してください。

　②�生活保護世帯：福祉課で証明を取り、検診当日医療機
関へ提出してください。

◦ 検診内容　歯と歯周組織（歯を支える周囲組織、歯肉など）
の口

こうくう

腔内の検査

　非課税世帯の人で予防接種などを複数回受ける場合、非
課税世帯証明書の原本を提示する必要があります。
　市民課または各市民センターで「平成29年度市県民税課
税台帳記載事項証明書」（有料）を取り、医療機関・集団検
診会場の受け付けで提示してください。確認を受けた後は、
次回検診や予防接種で使用できますので、大切に保管して
おいてください。
※�６月以降に交付を受けた証明書は、平成 30年５月 31日
まで使用できます。

定期予防接種、各種検診の
非課税世帯証明書について

　特定健診・後期高齢者健診受診券などでご案内した日程
に、三岳地区の記載がありませんでした。
　三岳地区の皆さんは、
◦会　場：山鹿市総合体育館（カルチャースポーツセンター）
◦健診日：7 月 31 日㈪、8 月 2 日㈬の 2 日間となります。
　特定健診または後期高齢者健診のみを受診希望の人は、
該当地区をご確認の上、受診してください。
　なお、がん検診の申し込みをした人は、案内通知に記載
している日程でお越しください。ご迷惑をお掛けし、大変
申し訳ありませんでした。

平成29年度集団健診日程に関する
訂正とおわび

元気の
お手伝い

Vol.99
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り
ま
す
。
こ
れ
を
骨
折
の
連
鎖（
ド

ミ
ノ
現
象
）
と
い
い
、
高
齢
者
の

活
動
性
を
大
幅
に
低
下
さ
せ
る
要

因
の
一
つ
で
す
。
介
助
、
介
護
が

必
要
に
な
る
可
能
性
が
一
層
高
ま

り
、
体
の
衰
え
も
加
速
し
、
寿
命

が
短
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　骨
折
の
連
鎖
の
悪
循
環
を
断
つ

に
は
、
一
度
骨
折
が
生
じ
た
患
者

さ
ん
に
対
し
、
骨
折
予
防
を
目
的
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５ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※５月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

およろこび
山　鹿
　山　鹿　森　　章也さん♥下田　志織さん
　　　　　緒方　康悦さん♥松岡　紗代さん
　　　　　高松　廣大さん♥末永　加奈さん
　　　　　井上　知裕さん♥中原あゆ美さん
　米　田　髙松　和広さん♥有働　知歩さん
　平小城　中村　潤弥さん♥冨田　　京さん
　大　道　宮川　友輔さん♥中嶋　彩華さん
鹿　北
　岩　野　追田　恵介さん♥堤　世里菜さん
　　　　　小笠原浩晃さん♥内野　未稀さん

菊　鹿
　内　田　古家　一平さん♥奥村江里可さん
　　　　　渡邉　暁雄さん♥岡山　　桜さん
　　　　　古家　寛大さん♥江藤あかりさん
　城　北　田中　誠人さん♥松永　麻希さん
鹿　本
　稲　田　松本晃太朗さん♥西田　絵美さん
鹿　央
　米野岳　村上　健介さん♥内田　結日さん

う ぶ ご え
山　鹿
　山　鹿　鴫山　英

え な

菜さん　船津　櫂
と う た

汰さん
　　　　　下田　芽

め い

生さん
　八　幡　田口　瑛

え い じ

士さん
　三　岳　古家　桃

も も か

愛さん　大久保太
た お

鳳さん
　　　　　佐藤　光

あ か り

莉さん　中尾　蓮
れ ん き

輝さん
　　　　　岩田　光

る あ

愛さん　中尾　華
か れ ん

蓮さん
　三　玉　緒方　　凜

りん

さん
　大　道　椿　　結

けいしん

心さん
鹿　北
　岳　間　中島　恋

こ は る

春さん
　岩　野　一法師あおいさん　早井　　蓮

れん

さん
菊　鹿
　六　郷　水谷　優

ゆ づ き

月さん

鹿　本
　来　民　田中　　凛

りん

さん　有働　　遥
はる

さん
　　　　　星山　來

ら い き

希さん　西牟田　皐
さつき

さん
　　　　　志柿　晴

は る

琉さん　衛藤　　椿
つばき

さん
　　　　　吉武実

み の り

乃里さん
　稲　田　工藤　瑠

る い

音さん　星子　一
いちたか

崇さん
　　　　　小林　　詩

うた

さん
　中　富　石田　瑞

み ず き

季さん
鹿　央
　千　田　富安　光

みつゆき

幸さん
　米野岳　立山　心

しんいち

一さん
　山　内　山口　凜

り お な

桜さん　前田　　凜
りん

さん

山　鹿
　山　鹿　石井　　章さん (70)　二子石德子さん (85)
　　　　　竹﨑　省一さん (90)　村上　新吾さん (41)
　　　　　堺　　義正さん (58)
　川　辺　大井眞紀子さん (69)　池㞍　鉄男さん (77)
　八　幡　野堀　藤雄さん (89)　中尾　　進さん (71)
　　　　　佐賀里文子さん (98)　上妻　慎治さん (40)
　平小城　眞﨑　絹代さん (79)　田中　綾子さん (89)
　　　　　島　五十鈴さん (77)　田中　　孝さん (92)
　三　岳　下田　宣之さん (88)　竹下　久則さん (90)
　　　　　有働　留子さん (94)　大坂　武成さん (83)
　　　　　石川　　司さん (94)　古家　　隆さん (79)
　　　　　永田　武信さん (71)
　三　玉　松山　清子さん (94)　渕上　咲子さん (81)
　　　　　立山　嘉和さん (78)
　大　道　田上　一誠さん (81)　坂本　進市さん (75)
　　　　　葊瀬　國義さん (85)

お く や み 鹿　北
　岳　間　岩橋　光敏さん (88)
　岩　野　古川　陽子さん (82)　田中ミチオさん (99)
　広　見　古川　正義さん (87)
菊　鹿
　内　田　古田　君子さん (92)
　六　郷　眞弓　孝生さん (57)　城野　峰子さん (57)
　　　　　武藤　純子さん (50)　丸山　節男さん (70)
　　　　　原田ノブ子さん (97)　井上アサ子さん (95)
　　　　　高木ハツコさん (101)
　城　北　森田　一德さん (65)　前田　博之さん (77)
鹿　本
　来　民　福田　瑞穗さん (93)　大島　勝義さん (88)
　　　　　豊田ハツヨさん (96)　堀川　弘海さん (87)
　中　富　赤星　征子さん (72)　田中　正人さん (86)
　　　　　佐菅　　泰さん (83)
鹿　央
　千　田　富永　正敏さん (92)　田中　一德さん (89)
　　　　　富田　賢治さん (71)
　米野岳　黒田　米特さん (99)
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山鹿市職員募集
平成29年度

職　種 予定人数 受験資格
一 般 事 務
（ 大 卒 ） ７人程度 昭和 62 年４月２日以降生まれの人
一 般 事 務
（ 高 卒 ） ２人程度 平成４年４月２日以降生まれの人
一 般 事 務

（ 保 健 師 ） １人程度 昭和 62 年４月２日以降生まれの人
消 防 士

（ 高 卒 ） ２人程度 平成４年４月２日以降生まれの人

申し込み方法

第１次試験
　●日程：９月 17 日（日）
　●会場：城北高等学校（山鹿市志々岐７９８番地）
　●願書受付期間：７月 24 日（月）から８月 10 日（木）まで

　● 一般事務受験の人は市役所総務課（本庁舎３階）、消防士受験の人は消防総務課（山鹿
市消防本部）まで願書を持参または郵送（８月 10 日（木）消印有効）してください。イ
ンターネットでの申し込みもできます。

　　※ 願書は総務課、各市民センターおよび、山鹿市消防本部で配布します。市のホームペー
ジからもダウンロードできます。

※受験資格の詳細は採用試験実施要項でご確認ください。

Creation　やまが
　　　　〜あなたが創る　未来の山鹿〜 問総務課　☎ (43)1117
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〈 

有
料
広
告 

〉会場：八千代座
午後１時 30 分開演（午後１時開場）
全席自由　前売り　3,000 円
　　　　   当日　　3,500 円

●お問い合わせ先（事務局：藤森）
　　　 　　☎090（8764）6067

八千代座スロヴァキア国立オペラ2017
バンスカー・ビストゥリツァ　スロヴァキア国立歌劇場

第一部
第二部

コンサートオペラ「セヴィリアの理髪師」
オペラとオペレッタの名曲

７月８日(土)開催

スロヴァキア国立歌劇場のソリストたちが、圧倒的な歌の世界を
繰り広げます。八千代座、桟敷茶屋などで前売り券発売中。

主催　八千代座オペラ実行委員会（代表：森川昭彦）

●人権教育・啓発事業補助金をご存じですか？
　本市では、同和問題をはじめとする全ての人権問題
の解消と、人権が尊重される社会の実現に向け、人権
教育と啓発に取り組んでいます。今後もその取り組み

をより一層推進するため、人権教育などに関する講演
会・研修会または、人材育成を行うための催しへの参
加や、それらの催しを自ら開催する市民の皆さんを対
象に、その経費や事業費の一部を補助します。ぜひご
活用ください。

【補助対象者】次のどれかに該当する人
　⑴市内に住所がある人
　⑵�市内に人権教育などに関する活動の拠点がある団体
　⑶市内に通勤または、通学をする人

【 補助金の額】補助対象経費の２分の１の額
　　●　上限額／個人申請：５万円、団体申請：20万円
※詳細はお問い合わせください。

問人権啓発課　☎ (43)1199人 権 啓 発 便 り 第１号
人輝く
人権尊重の都

ま ち

市 や ま が

補助の対象とする事業 補助の対象とする経費
⑴�人権教育などに関する講演、研修、交流または、
人材育成を行うための催しへの参加

ア　交通費、宿泊費、日当
イ　会場、車両などの借り上げ料、駐車場代など
ウ　受講料、参加負担金（食料費を除く）

⑵前号の催しを開催または、共催する事業 ア　講師などの謝金、交通費、宿泊料
イ　資料の作成に必要な印刷製本費、消耗品の購入費
ウ　切手、はがきなどの購入費
エ　委託料
オ　前号イに掲げる経費

⑶�人権教育などに関する資料を作成、配布する事業 前号イ、ウに掲げる経費

【補助対象事業と対象経費】

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
固
定
資
産
税
（
第
２
期
）

◦�
国
民
健
康
保
険
税
（
第
２
期
）

◦�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
１
期
）

◦�

納
期
限
　
７
月
31
日
㈪

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦��

夜
間
（
平
日
）　
７
月
27
日
㈭
・
28
日
㈮

31
日
㈪

　午
後
５
時
半
～
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
７
月
23
日
㈰

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
場
所
　市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係

　
　
　☎（
43
）１
１
４
４

　政
治
家
は
選
挙
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
選

挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
送
る
こ
と
（
寄

附
）を
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ル
ー
ル
を
守
っ
て
「
明
る
い
選
挙
」
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

① 

政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　政
治
家
が
選
挙

区
内
に
あ
る
人
に
対
し
寄
附
を
す
る
こ

政
治
家
が
選
挙
区
内
で
寄
附
を

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

お 知
せら
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〈 

有
料
広
告 

〉

剪定・消毒・除草・農作業・福祉家事援助サービス・障子等張り替え作業
空き地、空き家管理等はお任せください！

※シルバー派遣事業についてもご相談ください。

　７月 12 日㈬・26 日㈬　午前 10 時～
　８月　９日㈬・23 日㈬　午前 10 時～
センターにて新入会員説明会を開催します。

【お問い合わせ先】
　  （公社）山鹿市シルバー人材センター
　〒861ｰ0501　山鹿市山鹿 402-8
　☎0968ｰ44ｰ1850

シルバー会員募集中！

　２
０
１
８
年
版
市
民
手
帳
の
購
入
予
約
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
購
入
を
希

望
す
る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
購
入
は
完
全
予
約
制
で
す
。

◦
申
込
期
限
　７
月
28
日
㈮

◦ 

申
し
込
み
方
法
　
各
行
政
区
で
回
覧
さ
れ

る
「
予
約
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

す
る
か
、
直
接
市
役
所
総
務
課
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
問
総
務
課

　
　
　
　
　☎（
43
）１
１
１
７

２
０
１
８
年
版
市
民
手
帳
の

購
入
申
し
込
み

お 知
せら

と
、
政
治
家
以
外
の
人
が
政
治
家
名
義
の

寄
附
を
す
る
こ
と
は
罰
則
を
も
っ
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
中
元
、
町
内
会
の
集

会
や
地
域
の
運
動
会
な
ど
へ
の
飲
食
物
の

差
し
入
れ
、
冠
婚
葬
祭
に
お
け
る
贈
答
な

ど
も
寄
附
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

② 

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の
禁

止

　政
治
家
に
対
し
寄
附
を
す
る
よ
う
勧

誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
政
治
家
を
威い

迫は
く

し
て
、あ
る
い
は
、

政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被
選
挙
権
を
失
わ

せ
る
目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
威
迫
し
て

求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

③ 

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　政
治
家
は
、

選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対
し
、
答
礼
の
た

め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
暑
中
見

舞
状
や
年
賀
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ

状
（
電
報
な
ど
も
含
む
）
を
出
す
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

⑤
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁
止

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局☎（

43
）１
５
９
４

　防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。防
火
管
理
者
と
は
、多
数

の
人
が
利
用
す
る
建
物
な
ど
の
「
火
災
に
よ

る
被
害
」を
防
止
す
る
た
め
、防
火
管
理
上
必

要
な
業
務
を
計
画
的
に
行
う
責
任
者
で
す
。

平
成
29
年
度

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

お 知
せら

申 ◦ 

期
日
　
８
月
３
日
㈭
・
４
日
㈮

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
消
防
本
部
多
目
的
ホ
ー
ル

◦ 

定
員
　
70
人

◦ 

持
参
品
　
筆
記
用
具
、
昼
食

◦ 

テ
キ
ス
ト
代
　３
８
０
０
円

◦ 

申
し
込
み
方
法
　
申
込
書
に
記
入
し
、
消

防
本
部
予
防
課
予
防
係
へ
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
ど
れ
か
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
資
格
試
験
／
講
習
案
内
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦ 

申
込
期
間
　７
月
10
日
㈪
～
25
日
㈫

　（定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
問
山
鹿
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

☎（
43
）１
１
９
４

　（43
）５
１
０
０

申

FAX

　司
法
書
士
に
よ
る
相
続
・
遺
言
の
法
律
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
・
遺
言

法
律
教
室
と
無
料
相
談
会

相 談

６
月
号
の
訂
正
と
お
わ
び

　20
ペー
ジ
に
掲
載
し
た
「
市
民
文
芸
」
の

中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お

わ
び
し
ま
す
。正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句
　
三
月
例
会
　

誤
　互
選
句
　

正
　

�

井
上
芙
美
子
選

石
人
短
歌
会
　
四
月
例
会

誤
　

�

里
の
小
屋
父
が
手
入
れ
し
農
機
具
に
若
き

日
の
父
母
鮮
や
か
に
顕
う
　

  

田
代
春
美

正
　

�

里
の
小
屋
父
が
手
入
れ
し
農
機
具
に
若
き

日
の
父
母
鮮
や
か
に
顕つ
　

   

田
代
春
美

三
岳
短
歌
会
　
四
月
例
会

誤
　

�
め
ら
め
ら
沈
む
夕
日
よ
嘗
て
見
し
北
国

の
陽
は
沈
め
ず
あ
り
し

　

���

山
口
信
博

正
　

�

め
ら
め
ら
と
沈
む
夕
日
よ
嘗
て
見
し
北

国
の
陽
は
沈
め
ず
あ
り
し

　

 

山
口
信
博

問
情
報
シ
ス
テ
ム
広
報
課
☎（
43
）１
１
１
８

◦ 

期
日
　
８
月
５
日
㈯

　〈
相
続
・
遺
言
法
律
教
室
〉

　
午
後
１
時
～
１
時
50
分

　（相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
の
全
般
的
な
こ
と
）

　〈
無
料
相
談
会
〉

　
午
後
２
時
～
４
時

　（司
法
書
士
の
業
務
全
般
に
関
す
る
こ
と
）

◦ 

場
所
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室
２

◦ 

参
加
費
　
無
料

 

※
予
約
は
不
要
で
す
。
無
料
相
談
会
の
み
の

　参
加
も
で
き
ま
す
。

問
熊
本
県
司
法
書
士
会
玉
名
山
鹿
支
部

☎（
43
）８
６
０
６



広報やまが　2017.7　30

〈 

有
料
広
告 

〉
㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

　市
営
墓
地
の
利
用
者
を
公
募
し
ま
す
。

市
営
墓
地
の
利
用
者
を

公
募
し
ま
す

募 集
博
物
館
お
も
て
な
し
講
座

　山
鹿
市
を
訪
れ
る
人
へ
の「
お
も
て
な
し
」

に
生
か
す
た
め
、
本
市
の
宝
で
あ
る
文
化
財

に
つ
い
て
現
地
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

日
時
　①
７
月
16
日
㈰

　②
８
月
20
日
㈰

③
９
月
10
日
㈰

　④
10
月
８
日
㈰

　⑤
11

月
12
日
㈰

　全
５
回
（
午
前
10
時
）

◦ 

内
容
　
①
②
山
鹿
に
残
る
西
南
の
役
関
連

史
跡
に
つい
て
（
現
地
研
修
）
③
④
鹿
北
菊

鹿
地
域
の
文
化
財
・
石
橋
に
つい
て
（
現
地

研
修
）
⑤
眼
鏡
橋
の
構
造
に
つい
て（
講
演
）

※い
ず
れ
も
博
物
館
集
合
・
解
散
で
す
。

◦ 
定
員
　
20
人

◦ 

受
講
料
　
千
円
（
５
回
分
）

◦ 

申
込
期
限
　
７
月
14
日
㈮

拓
本
基
礎
講
座

　
地
域
に
残
る
石
碑
や
記
念
碑
を
写
し
取

り
、刻
ま
れ
た
文
字
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

日
時
　毎
月
第
４
日
曜
日

　
　
　
　午
前
９
時
半
～
11
時
半

◦ 

場
所
　
市
立
博
物
館
研
修
室

◦ 

定
員
　
20
人

◦ 

受
講
料
　
２
千
円
（
年
間
）

◦ 

開
講
式
　
７
月
23
日
㈰

　午
前
９
時
半

※
開
講
式
終
了
後
、
初
回
講
座
を
開
催

◦ 

申
込
期
限
　
７
月
21
日
㈮

　
問
山
鹿
市
立
博
物
館

　☎（
43
）１
１
４
５

「
博
物
館
お
も
て
な
し
講
座
」

「
拓
本
基
礎
講
座
」
受
講
生
募
集

募 集
申

◦  

職
種
・
採
用
予
定
人
数

　①
看
護
師
（
正
職
員
）
10
人
程
度

　②
助
産
師
（
正
職
員
）
３
人
程
度

◦  

受
験
資
格
　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

職
員
募
集

募 集

入札結果の報告（５月分）
※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問防災監理課　☎ (43)1113

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

5/16 一里木団地地盤沈下改修工事 鹿央町広地内 ㈲芋生工務店 22,844,160

5/30 平成 29 年度小坂水源地非常用発電設備更新工事 小坂地内 ㈲中原電機商会 6,418,656

5/30 平成 29 年度中配水池連結管布設工事 中地内 ㈲野田設備工業 7,074,000

Ａ
区
画
（
８
㎡
）

　・
公
募
区
画

　１
区
画

　・
使
用
料

　20
万
円

　・
年
間
管
理
料

　３
３
６
０
円

Ｂ
区
画
（
６
㎡
）

　・
公
募
区
画

　15
区
画

　・
使
用
料

　15
万
円

　・
年
間
管
理
料

　２
５
２
０
円

Ｃ
区
画
（
４
㎡
）

　・
公
募
区
画

　５
区
画

　・
使
用
料

　10
万
円

　・
年
間
管
理
料

　１
６
８
０
円

◦ 

所
在
地
　鹿
校
通
２
丁
目

◦ 

対
象
者
　山
鹿
市
に
「
住
民
票
」
ま
た
は

「
本
籍
」
が
あ
る
人

◦ 

申
請
方
法
　環
境
課
（
本
庁
舎
１
階
）
お

よ
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
申
請
書
を
用
意

し
て
い
ま
す
。「
世
帯
全
員
の
住
民
票（
謄

本
）」
か
「
戸
籍
謄
（
抄
）
本
」
を
付
け

て
、
窓
口
に
提
出
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
（
平
日
の
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

15
分
ま
で
）。

◦ 

申
請
期
限
　７
月
３
日
㈪
～
８
月
18
日
㈮

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

※�

区
画
の
決
定
な
ど
は
９
月
16
日
㈯
に
抽
選

会
を
行
う
予
定
で
す
。

　
問
環
境
課

　
　
　
　
　☎（
43
）７
２
１
１

申



案 内 版 Information

31　2017.7　広報やまが

〈 

有
料
広
告 

〉

お気軽にお問い合わせください。見積無料 !! 少量OK

㈲クリーン健康社 ☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2（ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内）一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第1565号

産業廃棄物収集運搬業第04300073046号
一般廃棄物処分業山鹿市指令第1566号
産業廃棄物処分業第04320073046号

Patioさん（鹿本町御宇田345－1国道 325号線
沿い）に設置しています。どなたでもご自由に
お入れください。

古紙回収ボックス設置 !!
○自分だけでは粗大ごみを出せない…
○家、部屋を整理したいが、不用品が多すぎて
　どうしたらいいか…などなど

ごみ処理何でもお任せ !!

在庫状況はお問い合わせください。
堆肥無料で差し上げます !!

　名
刺
録
は
広
く
活
用
さ
れ
、
多
方
面
に
紹

介
で
き
ま
す
。

◦ 

申
込
金
　１
人
掲
載
に
つ
き
６
０
０
円

◦ 

申
し
込
み
方
法
　地
域
振
興
公
社
に
備
え

付
け
の
用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ 

申
込
期
限
　7
月
20
日
㈭

◦ 

発
行
予
定
日
　９
月
下
旬

問 

山
鹿
市
地
域
振
興
公
社
☎（
43
）０
１
１
１

平
成
29
年
度
名
刺
録
掲
載
を

募
集
し
ま
す

募 集

　民
間
団
体
が
主
催
す
る
、
山
鹿
市
の
持
つ

優
れ
た
自
然
や
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
国
際
・

地
域
間
交
流
事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◦ 

対
象
事
業

　9
月
以
降
に
実
施
予
定
の
教

育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、
福
祉
な

ど
に
よ
る
他
市
町
村
や
海
外
都
市
と
の
交

流
事
業

◦ 

対
象
者

　市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ
る
民

間
団
体
で
、
国
際
・
地
域
間
交
流
事
業
の

実
績
も
し
く
は
今
後
継
続
す
る
意
思
が
認

「
国
際
・
地
域
間
交
流
事
業

補
助
金
申
請
」
の
追
加
募
集

募 集

め
ら
れ
る
団
体

◦ 

募
集
期
間

　７
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪

◦  

補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
、
１
団
体
30
万
円
を
限
度
（
た
だ
し
、

審
査
会
を
行
い
予
算
の
範
囲
内
と
し
ま
す
）

◦ 

対
象
経
費
　
交
流
事
業
に
要
す
る
費
用

（
飲
食
費
、
交
流
会
な
ど
の
参
加
費
、
お

み
や
げ
代
、
本
市
以
外
の
会
員
に
か
か
る

経
費
な
ど
は
対
象
外
）

◦ 

実
施
報
告（
コ
ー
ラ
ス
鹿
本
）

【
石
の
風
ぐ
る
ま
友
好
都
市
交
流
コ
ー
ラ
ス
鹿

本
25
周
年
記
念
「
心
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」】

　6
月
11
日
に
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
山
鹿
市
の
友
好
都
市
高
知
県
四
万
十
町

の
ス
ウ
ィ
ー
ト
コ
ー
ラ
ス
様
を
お
迎
え
し
て

交
流
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
満
席
の

会
場
の
中
、
互
い
の
文
化
交
流
が
で
き
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
ま
す
ま
す
両
市
町
の
友
好
関
係
が
深

ま
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
問
地
域
生
活
課

　
　
　☎（
43
）１
１
１
４

　①�

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
看

護
師
免
許
を
持
つ
人
。
ま
た
は
平
成
30

年
３
月
ま
で
に
養
成
機
関
を
卒
業
し
、

看
護
師
資
格
取
得
見
込
み
の
人

　②�

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
助

産
師
免
許
を
持
つ
人
。
ま
た
は
平
成
30

年
３
月
ま
で
に
養
成
機
関
を
卒
業
し
、

助
産
師
免
許
取
得
見
込
み
の
人

◦ 

採
用
日
　平
成
30
年
４
月
１
日

◦ 

申
し
込
み
方
法
　
応
募
書
類
を
市
民
医
療

セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課
で
配
布
、
ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

申
し
込
み
締
め
切
り
　
７
月
21
日
㈮

◦
試
験
日
　７
月
29
日
㈯

◦
試
験
会
場
　鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

詳
し
く
は
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課

☎（
44
）２
１
８
５

　山
鹿
市
に
住
所
が
あ
り
社
会
貢
献
へ
の
意

欲
と
熱
意
の
あ
る
人
で
、
成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て
関
心
の
あ
る
人
、
お
よ
び
将
来
市
民

後
見
人
と
し
て
活
動
の
で
き
る
人
を
募
集
し

ま
す
（
基
礎
編
の
み
参
加
も
で
き
ま
す
）。

◦ 

日
時

　〈
基
礎
編
〉７
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　午
前
９
時
～
11
時
40
分

　

　〈 

実
践
編
〉８
月
５
日
㈯

　午
前
９
時
～
午

後
４
時
15
分
／
８
月
19
日
㈯

　午
前
10

時
～
午
後
４
時
40
分
／
９
月
２
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
10
分

◦ 
場
所

　〈
基
礎
編
〉鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　〈
実
践
編
〉山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦ 

申
込
期
限
　
７
月
14
日
㈮

◦ 

受
講
料

　無
料

※
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
ま
が
成
年

　
　後
見
セ
ン
タ
ー

　
　☎（
36
）９
２
１
１

「
市
民
後
見
人
養
成
講
座
」
の

受
講
生
募
集

募 集

申

申

申

国際・地域間交流事業補助金を利用して開催
コーラス鹿本「心ふれあいコンサート」



広報やまが　2017.7　32

〈 

有
料
広
告 

〉ありはら石材
〒861ｰ0535　山鹿市南島 865ｰ1

44-5248御先祖様を大切に

お盆セール

総
合
石
材
商
社
認
定

安 

心 

店

TEL

78万円(税別)

　博
物
館
の
望
遠
鏡
を
使
っ
て
星
空
観
察
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

日
時
　７
月
30
日
㈰

　

　
　
　
　午
後
７
時
（
２
時
間
程
度
）

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

◦ 

定
員
　
30
人

◦ 

参
加
料
　
無
料

◦ 

申
し
込
み
方
法
　

　
電
話
で
博
物
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

雨
天
の
場
合
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ

ル
研
修
室
で
講
師
の
先
生
に
よ
る
夏
の
星

座
の
話
が
あ
り
ま
す
。
駐
車
場
は
博
物
館

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
問
山
鹿
市
立
博
物
館

　☎（
43
）１
１
４
５

夏
休
み
子
ど
も
企
画

「
夏
の
星
空
観
察
会
」

催 し

�「
ま
る
・
さ
ん
か
く
・
し
か
く
で
描
こ
う
〜

古
代
絵
画
教
室
〜
」

　土
か
ら
絵
の
具
を
作
り
、装
飾
古
墳
に
描
か

れ
た
文
様
を
石
版
に
描
い
て
み
よ
う
！

◦ 

日
時
　８
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　

　
　
　
　午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦ �
参
加
費
　５
０
０
円

　各
日
先
着
30
人

※�
す
べ
て
入
館
料
が
必
要（
大
人
４
２
０
円
、

大
学
生
２
６
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料
）

◦ 

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

※�

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
期
間

７
月
１
日
㈯
～
（
月
曜
日
休
館
）

　
問 

県
立
装
飾
古
墳
館

　☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室
７
月
受
付

催 し

◦ 

種
目
　
自
衛
官
候
補
生
、一
般
曹
候
補
生
、

航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
）

◦ 

募
集
期
間
　
７
月
１
日
㈯
～
９
月
８
日
㈮

◦ 

対
象
者
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

問 

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
山
鹿
地
域
事

務
所

　
　
　
　
　
　
　☎（
43
）７
４
５
７

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

募 集

　職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ

る
ス
キ
ル
アッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を
実
現

す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
原

則
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。
さ
ら
に一定
の
条
件

を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を
受
給
し
な

が
ら
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※�

近
日
中
に
実
施
予
定
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊

池
管
内
の
職
業
訓
練
（
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。

【
訓
練
場
所
　合
志
市
】

◦ 

訓
練
科
目
　機
械
加
工
技
術
科
、
電
気
設

備
施
工
科
、
ビ
ル
設
備
施
工
科
、
生
産
管

理
サ
ポ
ー
ト
科
、
組
込
み
マ
イ
コ
ン
技
術

科
、
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス

科
、
制
御
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
、

ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

◦ 

募
集
期
間
　７
月
３
日
㈪
～
27
日
㈭

◦ 

訓
練
実
施
期
間

　９
月
５
日
㈫
～
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

�

※�

溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、

制
御
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ

ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
は
３
月
29
日
㈭
ま
で

【
訓
練
場
所
　菊
池
市
】

◦ 

訓
練
科
目
　Ｐ
Ｃ
事
務
職
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科

◦ 

募
集
期
間
　７
月
26
日
㈬
ま
で

◦ 

訓
練
実
施
期
間

　９
月
５
日
㈫
～
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

【
訓
練
場
所

　菊
陽
町
】

◦ 

訓
練
科
目

　は
じ
め
て
学
ぶ
パ
ソコン
基
礎
科

◦ 

募
集
期
間

　７
月
26
日
㈬
ま
で

◦ 

訓
練
実
施
期
間

　９
月
５
日
㈫
～
11
月
30
日
㈭

職
業
訓
練
コ
ー
ス

募 集
�

　問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
訓
練
担
当

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

申

　２
０
１
９
年
に
熊
本
で
開
催
さ
れ
る
女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
大
会
の
各
種
広
報

物
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※�

詳
し
い
募
集
要
項
な
ど
は
熊
本
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦ 
募
集
期
間
　７
月
１
日
㈯
～
31
日
㈪

「
２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手

権
大
会
」

〈
開
催
期
間
〉

　平
成
31
年
11
月
30
日
㈯
～
12
月
15
日
㈰

〈
試
合
会
場
〉

　

�

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本
、
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く

ま
も
と
、
山
鹿
市
総
合
体
育
館
、
八
代
市

総
合
体
育
館

問 

熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務
局

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
６
０

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権

大
会
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

募 集
申

申
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〈 

有
料
広
告 

〉
☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎修理随時受付中　

◎午前 9時～午後 6時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

　サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
宿
泊
し
、

夏
休
み
の
思
い
出
と
、
新
し
い
お
友
達
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
お
泊
り
で

夏
休
み
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き

宿
泊
体
験

催 し
【
装
飾
古
墳
館
長
と
さ
る
く

〜
不
思
議
な
装
飾
古
墳
の
世
界
〜
】

　館
長
が
館
内
外
を
わ
か
り
や
す
く
案
内
し

ま
す
。

◦ 

日
時
　７
月
２
日
㈰
・
16
日
㈰

　午
前
10
時
（
１
時
間
程
度
）

◦ 

場
所
　県
立
装
飾
古
墳
館

【
学
芸
課
長
と
探
訪
す
る

〜
装
飾
古
墳
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て
〜
】

　学
芸
課
長
が
館
内
外
を
詳
し
く
案
内
し
ま
す
。

◦ 

日
時
　7
月
９
日
㈰

　午
前
10
時
（
１
時
間
半
程
度
）

◦ 

場
所
　県
立
装
飾
古
墳
館

【
学
芸
課
長
と
探
訪
す
る

〜
デ
ザ
イ
ナ
ー
安
藤
忠
雄
の
世
界
〜
】

　世
界
的
デ
ザ
イ
ナ
ー
安
藤
氏
の
建
築
の
魅

力
を
解
説
し
ま
す
。

◦ 

日
時
　7
月
23
日
㈰

　午
前
10
時
（
１
時
間
半
程
度
）

◦ 

集
合
場
所
　鹿
央
物
産
館
前
駐
車
場

※�

す
べ
て
入
館
料
が
必
要（
大
人
４
２
０
円
、

大
学
生
２
６
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料
）

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

雨
天
決
行

問 

県
立
装
飾
古
墳
館

　
　☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館
「
鹿
央
里
や

ま
蓮
ま
つ
り
」
特
別
メ
ニ
ュ
ー

催 し

も
大
丈
夫
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
が
お
世
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

◦ 

日
時

　７
月
30
日
㈰
～
31
日
㈪

　

◦
受
付 

場
所
　サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

◦ 

内
容
　
１
泊
２
日
の
日
程
で
、
リ
ア
ル
か
か

し
作
り
、
星
空
観
察
会
、
交
通
安
全
教
室

な
ど
を
異
年
齢
の
グ
ル
ー
プ
で
体
験
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
。

◦ 

参
加
対
象
者
　
小
学
生

◦ 

参
加
料
　
１
人
４
千
円
と
米
2
合

◦
定
員
　
30
人

　（申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申

開催日 行　事　名 時間 料金

８日㈯ 八千代座スロヴァキア国立オペラ2017 午後 有料

９日㈰ 2017 峰熊会��唄と踊りと歌謡ショー 日中 無料

12日㈬ 休館日

30 日㈰ 昂月流「夏おどり」 日中 無料

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。な
お、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、八千代
座までどうぞ　問☎ (44)4004

７月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　７月３日㈪・４日㈫・6日㈭・10 日㈪・11 日㈫・13 日㈭
　　　17 日㈷・18 日㈫・25 日㈫・27 日㈭・31 日㈪
時間　１日２回（午前 11時・午後２時）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

◦
募
集
期
間

　
７
月
８
日
㈯
～
16
日
㈰

　月
曜
日
休
館

※�

各
小
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
申
込
書
に
記

入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
持
参
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
時
募
集
中

　
問
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

　☎

　（43
）１
１
３
６

７
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

７
月
19
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）

申

FAX
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◦日時　７月 10日㈪
　　　　午後１時半〜４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

◦日時　７月11日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター☎(43)1579

消費生活相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談　午前 10時〜正午
　

心配ごと相談定例相談
【一般】
①正・准看護師　20 万円〜
②歯科衛生士　148,000円〜
③介護職　123,000 円〜
④一般事務（接客含む）　137,600 円〜
⑤事務員・運転手　154,200 円〜
⑥事務　155,000 円〜
⑦歯科医院受付業務　133,000 円〜
⑧営業職　19 万円〜
⑨営業　18 万円〜
⑩プラスチック製品成形加工業務　
　16 万円〜
⑪運転手　19 万円〜
⑫倉庫内作業員　168,000 円〜
⑬�清掃業務　126,800 円〜
【パート】
①薬剤師　時給 2,300 円〜
②事務員　時給 720 円
③事務および調理補助業務
　時給 800 円〜
④事務補助（総務・経理）　時給 750 円
⑤アシスタントトレーナー　
　時給 800 円〜
⑥ガソリンスタンドスタッフ
　時給 850 円〜
⑦�部品検査　時給750円
⑧清掃作業・事務　時給750円〜
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
問 山鹿市地域職業相談室☎（43)1724

仕事の相談はお気軽に

◦�日時　７月 5日㈬・12 日㈬・
　　　　19日㈬・26日㈬※要予約
　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

精神保健指定医に相談できます。
◦日時　７月 13日㈭※要予約
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ (44)4121

精神保健相談
認知症に関する相談

◦日時　７月 12日㈬・26 日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　�７月４日㈫・11日㈫・
　　　　18日㈫・25日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�７月５日㈬・12日㈬・
　　　　19日㈬・26 日㈬
　　　　午前９時半〜 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　７月４日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　７月 11日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　７月 18日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�７月 25 日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい者・児相談
専門の相談員が支援します。

【山鹿】
①一般相談　７月７日㈮
②�司法書士相談（成年後見・多重債
務・登記関係）
　７月 21日㈮※要予約
③法律相談　７月28日㈮※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
①一般相談　７月６日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696
【菊鹿】
①一般相談　７月５日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060
【鹿本】
①一般相談　７月４日㈫
②�司法書士相談（登記関係）
　７月 18日㈫※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206
【鹿央】
①一般相談　７月３日㈪
②法律相談　７月24日㈪※要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811

問社会福祉協議会本所��☎ (43)1134



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

７
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

２日㈰ 横手医院 / 大橋通クリニック 江上薬局大橋通 

９日㈰ 吉里医院 / きくか松岡クリニック 鹿校通薬局 / 山鹿岩下薬局

16 日㈰ 山鹿中央病院 山鹿岩下薬局

17 日㈷ 星田内科医院 / まえはら泌尿器科クリニック きらきら薬局 / 山鹿岩下薬局

23 日㈰ 中川医院 / かもと整形外科医院 山鹿岩下薬局

30 日㈰ 桑木内科 / 小林医院 山鹿岩下薬局

　５月 13日、オムロン鹿陽センターで「第９回優勝報告とファン感謝の集い」が開催されまし
た。昨年は熊本地震の影響で中止となりましたが、ことしは会場に 600人以上のファンが訪れ、
にぎやかな感謝祭となりました。
　選手の紹介や大会成績報告の後、ステージイベントでは選手たちが物まねや歌を披露。普段コー
トでは見られない姿に、会場は大きな笑いに包まれました。

優勝報告とファン感謝の集い

１ ２ ３

1. オムロンの選手たち２.3.4コント、物まね、ダン
スを披露する選手たち5.ゲストの四

し き

季彼
か な た

方と6. 会
場は 600人以上のファンで大盛り上がり7. 選手の
私物などが当たる抽選会 8.ゲームコーナーの様子
9. 選手紹介とユニフォームの展示も

４ ５

７ 8 9６



倶楽部
すくす

く

■
編
集
発
行
　
山
鹿
市
情
報
シ
ス
テム
広
報
課
広
報
係

　
　
　
　
　
　
〒
861-0592

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
987

番
地
3　

　
　
　
　
　
　
☎
0968（

43）1118　
�
0968（

44）0373
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
http://www.city.yam

aga.kum
am
oto.jp

　
広
報
や
ま
が
　
N
o.199　

2017
年
7
月
号

エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生

紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

み
ど
り
を
ま
も
る

＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（情報システム広報課）

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QRコード

応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３歳
以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッセー
ジ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所情報システム広報課へ郵送するか持参してください。

あ
と
が
き

♪
広
報
の
担
当
と
な
っ
て
２
カ
月
が

経
過
し
、
そ
ろ
そ
ろ
疲
れ
が
溜
ま
っ

て
き
た
の
か
、
先
日
の
休
み
に
昼
食

を
作
ろ
う
と
台
所
に
立
ち
、
キ
ャ
ベ

ツ
を
千
切
り
に
し
て
い
る
と
手
元
が

滑
っ
て
小
指
を
…
。
幸
い
指
を
縫
う

ほ
ど
の
け
が
で
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
今
ま
で
包
丁
で
け
が
を
し
た
こ

と
は
な
く
、
こ
れ
は
疲
れ
て
い
る
せ

い
な
の
か
、
そ
れ
と
も
始
ま
っ
た
老

眼
の
せ
い
な
の
か
、
止
血
を
し
な
が

ら
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い
け

が
は
小
指
で
し
た
の
で
、
仕
事
で
使

う
パ
ソ
コ
ン
に
は
支
障
が
な
く
、
こ

う
し
て
７
月
号
を
無
事
に
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
次
の
休
み
は
一
人

で
海
を
見
に
行
っ
て
、
少
し
ス
ト
レ

ス
発
散
し
て
き
ま
す
（
秋
）

■人の動き
人口 39 人減りました 53,325 人
男性 21 人減りました 25,121 人
女性 18 人減りました 28,204 人
世帯数 9 世帯増えました 21,750 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,342 人
15歳〜64歳 53.1 ％ 28,293 人
65歳〜 35.0 ％ 18,690 人

５月末現在 (増減は前月末比 )

●山鹿灯籠まつりに向けて
　これまでは山鹿灯籠の知名度アップへ向けた取り組
みを中心にお届けしてきましたが、今回は元気プロ
ジェクトの本筋ともいうべき、灯籠まつりの磨き上げ
に向けた動きをご紹介します。
　昨年６月、山本寛

かん

斎
さい

氏をアドバイザーに迎え「千人
灯籠踊りは、どうすればもっと素晴らしいものになる
か」という視点で、８月の灯籠まつりを視察してもら
いました。その後、寛斎氏とスタッフの方々から、以
下のようなご意見をいただきました。
　●　�神事とイベントが混同しているように感じる。市民
の意見を聞きながら、一度整理してもよいのでは。

　●　�上がり灯籠を見る人が少なくてもったいない。もっ
とスポットを当てるべき。

　●　�千人灯籠踊りに参加する女性を主役に据え、やりがい
を持って踊れるための環境を整えるべきではないか。

　他にも、これまで国内外で大規模なイベントを開催
されてきた実績から、裏方の細かい部分にまで多岐に
わたるアドバイスがありました。
　今後はこれらのアドバイスを参考にしながら、灯籠
まつり実行委員会を
中心とした関係者と
の協議を重ね、内容
の充実に取り組んで
いきます。ことしの
本番が近づいてきま
したが、参加された
一人一人に良かった
と思ってもらえるよ
う、盛り上げていき
ます。

山鹿元気プロジェクト通信   No.8
問商工観光課
☎ (43)1579

千人灯籠踊りを観覧する寛斎氏

♡メッセージ
おじいちゃん、おばあちゃん
いつも遊んでくれてありがとう♡
妹はにゃん、大好きだよ！

♡メッセージ
おじいちゃん、おばあちゃん　いつもありがとう♥

（H27.2.4 生まれ）
来民（鹿本）

　  いしはた　　  り　な

石畠　鈴菜ちゃん

（H21.6.26 生まれ）
内田（菊鹿）

　  くりはら　　  ゆ　な

栗原　由奈ちゃん

（H28.9.10 生まれ）
来民（鹿本）

　 いしはた　　  は  な

石畠　羽菜ちゃん

（H26.9.12 生まれ）
内田（菊鹿）

　くりはら　　 り　り　こ

栗原　梨々子ちゃん

広
報
や
ま
が
は
環
境
保
護
印
刷
の

「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。
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